
Title 附録　懐徳堂夜話

Author(s)

Citation 懐徳. 1937, 15, p. 1-48

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/88993

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



懐

穂

堂

夜

話



六
十
九
）
ま
で
ゞ
終
つ
て
居
る
。

是
の
書
は
1

一
巻
一
冊
の
寓
本
で
、

西
村
碩
園
博
士
の
箇
蔵
に
係
り
、
今
我
が
懐
猿
堂
文
庫
に
蔵
し
て
居
る
。

談
者
及
び
筆
者
は
誰
人
で
あ
る
か
贄
し
て
な
い
が
、
本
文
を
讀
ん
で
見
る
と
、
談
者
は
中
井
竹
山
先
生
の
第
七

子
で
、
教
授
兼
預
人
で
あ
っ
た
中
井
碩
果
先
生
（
名
は
曾
縮
、
字
は
士
反
、

天
保
十
一
年
―
―
一
月
二
十
四

H
歿
す
、

享
年
七
十
）
で
あ
り
、
筆
者
は
其
の
門
人
で
あ
る
野
村
廣
菩
と
い
ふ
人
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

常
時
の
懐
稼
堂
は
、
毎
月
二
四
七
九
の
日
に
夜
講
が
開
か
れ
て
居
っ
た
と
見
え
て
、

8
の
下
に
講
本
が
掲
げ

ら
れ
て
居
る
が
、
其
の
講
義
が
終
っ
た
後
、
碩
果
先
生
は
門
人
と
共
に
色
々
維
談
を
せ
ら
れ
た
。
其
の
談
話
中

に
種
々
書
留
め
て
醤
く
べ
き
面
白
い
有
益
な
話
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
害
記
し
た
も
の
が
是
の
書
で
あ
る
。

天
保
七
年
九
月
二
十
二

H
（
碩
果
先
生
時
に
年
六
十
六
）
か
ら
起
つ
て
、
同
十
年
十
月
二
十
二
日
（
先
生
時
に
年

こ
れ
で
終
つ
て
居
る
の
は
同
先
生
は
翌
十
一
年
三
月
に
歿
ぜ
ら
れ
て
居
る
か

ら
、
或
は
病
の
貧
に
臥
せ
ら
れ
て
、
最
早
談
話
も
な
か
っ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

是
の
書
の
内
容
は
、

H
次
に
示
す
が
如
く
學
問
上
の
事
は
多
く
載
せ
ら
れ
て
な
い
が
、
随
分
珍
ら
し
い
話
が

澤
山
あ
る
。
若
し
こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
研
究
す
れ
ば
、
面
白
い
も
の
が
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

今
回
木
誌
の
附
録
と
し
て
、
之
を
記
載
す
る
に
常
り
、
校
者
は
其
の
内
容
を
明
か
に
ず
る
盆
に
、
番
琥
を
附

し
た
る
目
次
を
作
り
、
本
文
欄
外
に
も
亦
こ
れ
を
標
記
し
て
、
検
索
の
便
た
供
し
た
。
ま
た
原
本
は
、
恨
名
文

字
が
片
瑕
名
及
び
瑳
怜
瑕
名
を
用
ひ
ら
れ
て
居
た
が
、
便
宜
上
こ
れ
を
平
骰
名
及
び
通
行
の
骰
名
に
改
め
、
尚



二

明
か
に
誤
寓
と
認
め
ら
る
べ
き
二
三
の
文
字
を
訂
正
し
て
謹
い
た
。
其
の
他
は
線
て
原
本
の
ま
A

で
あ
る
。
但

し
字
労
に
括
弧
を
施
し
た
慮
は
、
校
者
の
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
讀
者
乞
ふ
諒
せ
よ
。

昭
和
十
二
年
九
月
十

H

校

者

識

す



七
、
鶉
字
に
就
て

九
、
堀
田
相
模
守
の
話

1
0
、
米
債
騰
貴
と
乞
食

―
-
、
長
柄
橋
の
木
名

―
二
、
女
囚
の
今
昔

一
三
、
江
戸
の
甘
酒

八
、
盗
賊
庄
九
郎
の
話

一
、
例
年
雨
降
ら
ぬ

H

一
、
米
の
贔
ず
る
は
太
平
の
象

一
六
、
富
士
山
に
清
盛
を
祀
る

二
―
‘
度
し
難
き
乞
食

二
三
、
會
津
に
寺
な
き
理
由

ニ
四
、
長
柄
橋
杭
の
古
木

二
五
、
女
盗
の
話

ニ
―
-
、
遊
治
郎
は
追
剥

二
0

六
、
札
と
筆
の
字

四
、
江
戸
錦
槍

五
、
和
蘭
の
時
計

• 

八
ヽ

一
九
、

カ
マ
ス
の
漢
字

ホ
ウ
ヅ
と
い
ふ
魚

ス
ッ
ポ
の
間
に
合
は
ぬ
と
い
ふ
言
葉

一
七
、

小
吏
と
節
用
集

一
六
、
虎
屋
の
慢
頭
と
代
官

一
五
、
根
津
と
澤
村
宗
十
郎

一
、
河
豚
の
中
毒
に
就
て

懐

徳

堂

夜

話

目

次

'n-

一
四
、
根
津
四
郎
右
衛
門
と
虎
屋



四
一
、
蜆
と
出
刃

三
八
、
櫻
宮
の
幽
憲
談

三
九
、
鯛
鰻
類
少
な
き
江
戸

四
0
、
白
魚
の
慨

二
七
、
藪
孤
山
の
質
素

五
六
、

天
王
寺
屋
の
古
JJ

五
四
、
奥
田
元
織
と
鋪
伊
の
鰻

五
五
、
米
五
升
に
五
斗
の
返
爬

五
三
、
三
浦
安
貞
に
就
て

三
六
、
覆
射
の
話

五
一
、
高
麗
橋
櫓
屋
敷
に
就
て

和
漢
到
話
の
優
劣

五
二
、

二
五
、
稲
荷
山
柚
を
禁
ず

五
〇
、
呉
服
橋
に
於
て

三
四
、
藤
森
の
初
午
行
事

四
九
、
虎
と
猫

―
―
一
三
、
肥
後
侯
米
を
贈
る

四
八
、
貝
原
益
軒
と
藤
井
悧
齋
の
子
孫

―
―
―
-
、
周
防
侯
の
騎
行

三
二
、
四
方
竹
の
花
入

四
七
、
貝
原
盆
軒
と
軍
書
讀

四
六
、
大
猥
中
齊
と
三
輻
到

―1
0
、
肥
後
に
他
國
入
多
き
理
由

四
五
、
水
戸
黄
門
の
麓
儀
類
典

二
九
、
麻
田
剛
立
と
河
童

四
四
、
水
戸
黄
門
と
拾
芥
抄

ニ
八
、
蒻
ナ
烏
と
燕
取

二
七
、
文
鵞
は
害
烏

四
三
、
古
林
正
見
の
漫
談

四
二
、
大
堕
父
子
の
死

四



七

0
、
灸
嫌
ひ
の
竹
山
兄
弟
と
小
石
元
俊

七
一
、
徳
川
家
慶
の
仁
慈
二
條

六
九
、
旅
行
と
健
脚
の
人

八
四
、
鶯
の
語
源

八
五
、
獅
子
と
香
櫨

八
六
、
大
平
早
魚
の
話

五．

六
八
、
笠
謹
の
石
棺

六
七
、

六
六
、
茄
子
の
大
樹
と
大
牡
丹
大
絲
瓜

炉
字
と
妬
字
と
の
別

八
0
、
江
戸
の
外
科
名
臀

八
三
、
開
元
天
賓
遣
事
に
就
て

八
一
、
獄
門
庄
兵
衛
と
紙
治

八
こ
、
書
家
の
癖

六
五
、
疫
病
に
芭
蕉
の
根

六
四
、
大
獲
の
乱
阪
本
鈴
卿
に
贈
る
詩

七
九

六
三
、
助
字
に
就
て

六
二
、

小
人
島
と
夜
人
國

六
一
、
水
田
と
高
見

五
九
、
懐
徳
堂
害
生
の
風
俄

8
本
は
米
の
國

六
0
、

和
と
倭
の
字
に
就
て

七
六
、
跡
部
奉
行
の
加
壻
に
就
て

七
五
七
四
、
漢
土
を
居
山
と
害
く
こ
と

五
七
、
面
白
き
乞
食

五
八
、
男
女
席
を
分
つ
鮮
風

七
二
、

翫
の
字
と
玩
の
字

七
三
、
曾
我
蛇
足
の
雁
蓋

七
七
、
古
書
の
引
用
に
就
て

七
八
、
懐
穂
堂
講
席
の
天
井

台
穏
院
の
讀
方



八
七
、
人
魚
の
話

八
九
、
橋
普
請
の
制

九
0
、
書
林
藤
屋
の
話
二
條

九
一
、
懐
穏
堂
の
書
生

九
三
、
京
儒
者
の
弊

ミ
サ
ゴ
・
ス
シ
の
味

九
五
、
居
詩
選
の
誤
字

九
七
、
應
學
藍
江
の
驚

九
八
、
講
堂
の
掛
軸

九
九
、
中
井
家
蔵
の
奇
石

1
0
0
、
家
の
話

l
 

o
 
I

、
痢
病
の
妙
栗

九
六
、

九
四
、

山
師
の
巧
計

九
二
、
駒
鳥
の
語
源

八
八
、
交
厚
き
悪
奉
行

―
一
六
、
左
博
摘
要

1
0
三、

1
0
五、

周
到
な
る
公
儀

一
向
宗
の
消
僧

地
獄
極
業
の
話

1
0
七
、
古
人
は
質
模

1
0
八
、
古
法
眼
と
信
長

―
!
O
、
岡
白
駒
と
那
波
師
曾

―
―
-
、
疵
疾
の
妙
薬

―
―
二
、
文
堤
の
山
水
と
萩
燒
花
入

―
二
二
、
碩
果
の
女
再
嫁

―
一
四
、
夜
尿
の
妙
栗

―
一
五
、
虎
猫
の
肉

1
0
九

刃

織

の

話

1
0
六
、
前
川
廉
舟
の
拓
本
軸

1
0
四、

1
0
二
、
河
豚
の
殻
能
―
―
條

ーユ
ノ‘



―
二
九
、
龍
と
組

―
二
八
、
人
魚
の
話

―
二
七
、
蛾
の
紺

―
二
六
、
秀
吉
の
曾
呂
利
霊
賛

―
二
五
、

丑
の
時
参
の
話

―
二
四
、
大
典
の
僕
仇
を
討
損
ず

―ニ――-、

日
本
左
衛
門
の
話
三
條

―
二
二
、
石
川
五
右
衛
門
の
話

二
二
、
子
路
の
像
と
萬
王
の
像

1
 

1

七、

―
―
八
、

―
一
九
、

宜
井
持
軒
の
逸
話

行
幸
に
象
を
用
ふ

朝
鮮
人
は
臆
病

1
1
1
0
、
栢
荷
と
藤
の
森

一
三

0
、
墓
の
話

七



（
三
）
米
の
晶
ず

る
は
太
平
の

（
二
）
例
年
雨
降

ら
ぬ

H

（
一
ご
河
豚
の
巾

毒
に
就
て

廿
四

H

懐

徳

堂

夜

話

天
保
七
丙
申
九
月
廿
二
日

先
生
の
御
談
に
、

を
や
り
し
に
、
大
い
に
悦
び
て
蹄
り
し
に
、

し
に
、
乞
食
云
、
先

H
の
河
豚
に
あ
て
ら
れ
、
既
に
死
せ
し
ゅ
へ
、
梅
田
に
て
こ
も
を
き
ぜ
捨
て
是
あ
り
候
慮
、

H
経
て
毒
消
し
蘇
牛
致
し
候
ゆ
へ
、
参
り
し
由
申
せ
し
と
也
、

ら
ひ
、
河
豚
を
く
て
死
な
ん
と
思
ひ
て
、
河
豚
を
く
ひ
し
慮
、
毒
に
常
ら
れ
悪
血
を
吐
死
す
、
其
邊
の
腎
是
を
み
て
、

い
ま
だ
少
し
腑
の
下
温
た
り
、

の
毒
に
あ
て
ら
れ
し
は
其
儘
打
捨
謹
べ
し
、

て
聞
り
、

九
月
廿
七

B
と
十
月
の
朔
日
と
は
例
年
よ
り
雨
ふ
り
し
こ
と
な
き
よ
し
奇
な
り
、
私
案
に
、

（
中
井
竹
山
）

十
月
朔
日
の
事
は
亡
父
に
も
毎
度
開
し
が
、

朔
日
に
雨
ふ
り
し
こ
と
は
御
存
な
く
し
て
御
死
去
な
り
、
其
翌
年
の
十
月
朔
日
に
雨
の
ふ
り
し
こ
と
も
亦
奇
な
り
。

此
節
米
高
債
の
御
話
の
序
に
仰
ら
れ
け
る
は
、
享
保
年
間
米
穀
下
直
に
て
、
江
戸
品
川
な
ど
へ
拾
し
と
也
、
其
硼
御

懐

左
博 徳

論
語

（
巻
之
一
）

一
昨
年
雨
少
し
ふ
り
し
た
り
、

此
儘
捨
菌
べ
し
と
云
し
が
、

ざ
れ
ど
も
吾
父
は
一
生
十
月

此
節
の
こ
と
に
や
、
北
の
新
地
の
遊
所
へ
毎

8
来
る
乞
食
あ
り
、
或

8
客
へ
出
し
た
残
り
の
河
豚

五
六
日
不
来
、
其
後
又
来
り
し
か
ば
、
頃

H
は
何
ゆ
へ
来
ら
ざ
る
と
問
ひ

五
六

叉
仰
に
、
是
も
東
國
邊
の
者
な
り
し
か
、
蝋
病
を
わ
づ

は
た
し
て
日
を
へ
て
蘇
生
す
、
是
を
以
て
み
れ
ば
、
河
豚

し
か
ら
ば
毒
消
醒
し
蘇
生
ず
、

し
か
し
く
は
ぬ
に
ま
す
こ
と
は
あ
ら
じ
と
Q

九
月
廿
七

H
の
事
は
始

八



玉
）
鶉
字
に
就

て

〈
六
）
札
と
筆
の

字
（
五
）
和
蘭
の
時

t
 

吾

n

盆
四
）
江
戸
錦
絵

象

又
仰
に
、

こ
と
は
な
し
と
、
大
に
悦
ば
せ
給
し
と
也
。

江
戸
錦
緒
は
京
都
よ
り
下
董
を
害
遣
す
と
也
。

阿
蘭
陀
に
は
今
時
計
を
す
る
家
な
し
、
彼
此
は
何
に
よ
ら
ず
物
を
は
じ
め
て
工
夫
せ
し
家
も
し
断
る
こ
と
有
と
も
、

他
の
家
に
て
其
を
造
る
こ
と
な
ら
ぬ
也
、
時
計
も
今
其
工
夫
せ
し
家
断
し
に
よ
っ
て
、
新
に
工
夫
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ

と
仰
ら
る
。

台
穂
院
様
へ
御
賣
彿
の
こ
と
を
御
窺
申
ぜ
し
時
、
仰
に
、
米
の
贔
ず
る
程
太
平
な
る

ふ
だ
と
云
ふ
字
は
、
手
へ
ん
に
て
候
や
木
へ
ん
に
て
候
や
と
窺
し
に
、
先
生
仰
に
、

は
つ
か
じ
に
と
云
字
な
り
、
是
に
付
て
も
手
へ
ん
を
木
へ
ん
、
竹
冠
を
そ
う
か
う
な
ど
に
は
多
く
背
た
り
、
筆
と
云
字

は
竹
冠
が
よ
け
れ
ど
、
多
く
法
帖
な
ど
に
も
卿
か
う
に
ぜ
り
、
唯
拙
き
は
竹
と
い
ふ
字
を
人
扁
に
か
く
の
は
、
片
腹
い

た
き
こ
と
た
り
。

廿
四
日

九

ふ
だ
は
木
へ
ん
な
り
、
手
へ
ん

一
字
に
て
扁
を
左
右
上
下
に
饗
て
も
通
じ
る
字
一
字
あ
り
、
知
や
と
仰
に
、
余
島
と
云
字
に
て
候
や
と
申

懐

徳

堂

夜

話 左
博

御
雑
談
の
み
、

十
月
四
日

左
博

廿
九
日

左
博

蔵
米
澤
山
贔
ず
り
け
る
ゆ
へ
、



（
九
）
堀
田
相
模

守
の
話

（
八
）
盗
賊
庄
九

郎
の
話

き
そ
ち
の
異
見
を
開
ん
と
思
ふ
て
、
國
元
よ
り
わ
ざ
／
＼
呼
よ
せ
し
と
仰
ら
る
、
家
老
餘
り
の
こ
と
に
呆
れ
て
詞
な
し
、

遊
の
折
仰
ら
れ
け
る
は
、
我
下
屋
敷
に
豆
畑
あ
り
、
其
豆
を
鶉
が
喰
ふ
、

常
時
の
堀
田
候
相
模
守
は
、
内
の
御
勝
手
を
直
ざ
れ
た
る
手
柄
な
御
人
な
り
。
或
時
江
戸
よ
り
國
家
老
を
急
に
召
呼

し
て
仰
ら
れ
る
は
、

そ
ち
と
舟
遊
し
て
内
々
話
た
き
事
あ
り
と
の
こ
と
ゆ
へ
、
家
老
何
事
や
ら
ん
と
御
請
申
上
、
携
舟

こ
れ
を
喰
は
ぬ
仕
様
な
し
ゅ
へ
に
、
汝
を
招

四

B

左
催

霜
月
二

H

去
月
十
七

H
よ
り
開
講
、
今
夜
よ
り
本
文
の
始
り
な
り
、
今
夜
別
に
御
維
話
な
し
。

孟
子

し
扉
、
金
敷
は
左
の
み
仰

111
な
ら
ね
ど
、

一
分
に
分
位
の
小
玉
一
升
取
し
な
り
、
庄
九
郎
も
此
小
玉
を
深
く
愛
祝
し
、

ぜ
し
に
、

い
や
／
＼
鶉
の
字
な
り
、

上
下
左
右
と
も
に
通
ず
、
島
は
只
―
―
一
方
な
り
と
仰
ら
る
。

又
仰
に
、
庄
九
郎
と
い
ふ
奴
は
盗
賊
た
れ
ど
も
、
を
か
し
き
奴
な
り
、
或
時
加
島
屋
へ
這
入
り
、

其
翌

H
加
島
屋
の
手
代
此
事
を
訴
ふ
に
、

と
存
ぜ
ぬ
由
申
上
る
、
興
力
衆
も
、
我
を
折
ら
れ
し
と
な
り
、
此
庄
九
郎
、
或
時
伊
券
屋
籐
四
郎
方
へ
盗
人
に
這
入
り

常
の
金
敷
金
を
奪
ひ
し
よ
り
は
大
切
に
し
て
、

に
や
、

何
程
の
敷
た
る
や
と
御
葬
に
、
二
千
雨
に
て
候
や
三
千
雨
に
て
候
や
、

召
捕
る
＼
節
ま
で
遣
は
ざ
り
し
と
な
り
、
庄
九
郎
公
俄
に
て
云
し
こ
と

火
の
廻
り
番
の
有
程
盗
賊
の
仕
よ
き
こ
と
は
な
し
、

火
の
廻
り
の
嗚
子
を
ぐ
わ
ら
ー
＼
嗚
ず
間
は
、
蔵
の
棟
ヘ

•
上
り
居
て
、
嗚
子
の
音
止
て
後
盗
賊
を
な
す
に
、
更
に
努
ず
る
こ
と
な
し
と
。

懐

穏

1
0
 

四
千
金
を
奪
ひ
去
、

し
か



(
―
二
）
女
囚
の

今
昔

(

I

 

0
)
米
債
膝

貴
と
乞
食

(
-
―
)
長
柄
橋

の
木
名

廿
九
日

左
博

此
噂
専
ら
江
戸
の
御
城
内
へ
流
布
し
け
る
ゆ
へ
、
餘
多
の
人
々
、
携
々
堀
田
侯
は
馬
鹿
も
の
な
り
、
あ
の
や
う
な
人
に

御
役
は
ざ
せ
ら
れ
ぬ
と
有
て
、
と
ん
と
御
役
を
仰
付
ら
る
A
沙
汰
な
し
、
依
之
無
役
也
、

れ
る
よ
し
、

か
し
こ
き
仕
方
な
り
と
先
生
仰
ら
る
。

御
雑
話
の
み
。

諸
佐
家
の
経
清
の
御
話
の
み
。

米
穀
高
債
に
て
、
長
町
に
て
乞
食
毎
日
三
人
な
ら
し
に
死
す
と
の
こ
と
也
と
仰
ら
る
。

や
ぎ
と
い
ふ
木
を
御
存
な
る
か
と
仰
に
、
余
が
兄
不
知
よ
し
申
ざ
れ
し
に
、

又
先
生
仰
に
、

此
頃
長
柄
の
橋
の
木
ぎ
れ
を
も
ら
び
し
其
木
を
や
ぎ
と
云
よ
し
也
、
大
木
と
思
は
る
。

御
錐
話
の
み
。

先
生
の
御
話
に
、
今
と
昔
と
は
事
大
に
違
ふ
也
、
既
に
加
島
屋
九
兵
衛
の
丁
稚
を
殺
せ
し
時
、

懐

徳

堂

夜

話

廿
四

H

左
博

十
九
日

左
博

九

H

左
博

七

日

孟

矛

此
間
に
内
の
御
勝
手
を
直
ざ

先
生
わ
れ
も
し
ら
ね
ど
、

九
兵
衛
の
女
房
も
入



（
一
四
）
根
津
四

郎
右
衛
門
と

虎
屋

(

1

1

1

―
)
江
戸
の

廿
洒

な
が
ら
、
女
房
に
命
じ
て
湯
婆
を
持
し
、
酒
を
買
に
や
り
、

夫
よ
り
虎
屋
切
手
の
方
を
先
に
す
る
こ
ど
也
と
仰
せ
ら
る
。

牢
せ
し
に
、
其
時
分
は
女
の
入
牢
と
云
こ
と
至
て
稀
に
し
て
、
雨
三
人
よ
り
は
な
し
、
其
故
に
牢
へ
伽
に
や
と
は
れ
行

を
商
賣
と
す
る
女
あ
り
し
、
今
は
女
の
入
牢
至
て
多
く
な
り
て
、
敷
百
人
に
浦
つ
、
夫
ゆ
へ
右
の
伽
に
行
女
も
ひ
ま
た

こ
と
也
と
仰
ら
る
。

又
仰
に
、
江
戸
に
て
廿
洞
を
賣
店
は
、

の
風
俗
を
か
し
き
こ
と
也
。

至
て
華
麗
な
り
、

い
と
き
た
な
き
盃
に
て
宗
十
郎
と
盃
事
を
す
る
、
其
應
接

ざ
て
廿
酒
を
賣
に
も
、

又
仰
に
、
前
方
虎
屋
へ
慢
頭
を
調
へ
ん
と
て
、
堂
島
の
侠
客
子
ッ
四
郎
右
衛
門
と
云
る
者
、

正
銀
を
出
す
客
へ
は
菓
子
を
早
く
や
り
、

又
仰
に
、

な
ら
ず
と
云
ふ
、
宗
十
郎
諾
し
、

切
手
の
方
は
久
し
く
待
ち
償
て
や
り
し
ゅ
へ
、

呼
申
け
る
は
、
其
様
に
切
手
を
鹿
末
に
し
て
は
不
繁
昌
の
基
也
、
以
後
は
切
手
の
方
へ
は
早
速
菓
子
を
遣
は
し
、

を
出
ぜ
し
方
へ
は
跡
よ
り
や
る
べ
し
と
い
ひ
し
か
ば
、
虎
屋
手
代
屈
伏
し
て
、
急
々
に
切
手
の
方
を
先
へ
や
り
し
と
也
、

（
一
五
〉
根
津
と

澤
村
宗
十
郎

郎
に
云
け
る
は
、
道
島
の
四
郎
右
衛
門
を
頼
ま
ね
ば
評
判
の
受
あ
し
A

、
貴
公
東
土
風
に
て
つ
ん
と
せ
ら
れ
て
は
総
に

か
の
四
郎
右
衛
門
は
道
島
の
侠
客
に
て
、
或
年
江
戸
表
よ
り
澤
村
宗
十
郎
来
り
し
節
、
大
阪
の
人
々
宗
十

四
郎
右
衛
門
方
へ
至
り
け
る
に
、

懐

徳

曲
物
へ
入
て
賣
る
こ
と
也
、

宅
ぜ
ま
く
鹿
也
、

土
地

切
手
を
も
つ
て
行
し
に
、

四
郎
右
衛
門
虎
屋
の
手
代
を

四
郎
右
衛
門
は
互
撻
へ
あ
た
り

至
っ
て
寛
大
至
極
な
り
、
宗
十
郎
無
念
に
思
ひ
け
れ
ど
も
仕
方
な
く
、
蹄
る
と
き
も
来
る
と
き
も
門
口
よ
り
頓
首
再
拝

正
銀



（
一
八
）
カ
マ
ス

の
漢
字

（
一
七
）
小
吏
と

節
用
集

い
か
ざ
ま
其
字
也

い
や
一
字
也
、
其
字
に
て
は
な
し
と
仰
せ
、
其
后
予
難
字
訓
蒙
闘

し
と
い
は
れ
し
に
、
始
て
呆
れ
、
早
々
節
用
集
を
吟
味
し
て
持
行
し
と
也
。

い
か
た
る
こ
と
に
や
と
あ
や
ぶ
み
た
が
ら
、
牢
屋
敷
へ
到
り
け
れ
ば
、

を
な
し
け
る
と
な
り
、
其
翌

H
道
島
よ
り
米
敷
百
俵
を
積
け
れ
ば
、
宗
十
郎
始
て
四
郎
右
衛
門
の
勇
氣
を
か
ん
じ
け
る

と
た
り
、
此
四
郎
右
衛
門
芝
居
へ
棧
敷
に
て
行
し
節
は
、
方
々
よ
り
の
音
物
山
の
如
く
贈
り
て
、
挨
拶
丁
寧
に
し
て
賓

客
を
敬
ふ
が
如
し
、
或
時
場
所
に
て
喧
嘩
有
り
し
か
ば
、

居
る
ぞ
や
、
夫
に
て
も
喧
嘩
を
す
る
か
と
云
し
か
ば
、
場
の
喧
嘩
鎮
り
し
と
な
り
。

又
仰
に
、

（
一
六
）
虎
展
の

餞
頭
と
代
官

に
行
き
、
手
代
を
呼
、

手
代
笑
ふ
て
、

四
郎
右
衛
門
高
啓
に
棧
敷
の
上
よ
り
、
妥
に
四
郎
右
衛
門
が

玉
造
の
代
官
、
初
午
の
日
諸
人
に
餞
頭
を
や
る
、

そ
の
敷
五
六
千
に
及
ぶ
ゆ
へ
、
虎
屋
へ
前

H
よ
り
誂
ヘ

至
極
仰
山
に
い
ひ
け
る
ゆ
へ
、
手
代
餞
頭
は
如
何
程
入
候
と
問
、
答
云
、

五
六
千
に
及
と
云
ふ
、

五
六
千
な
ら
ば
暫
時
の
内
に
指
上
候
は
ん
と
い
ふ
に
、
代
官
大
に
呆
れ
ら
れ
け
る
と
也
。

又
仰
に
、
或
時
酉
御
番
所
の
小
吏
、
追
手
筋
の
害
林
の
門
を
通
り
て
、
書
林
の
亭
士
を
呼
、
汝
只
今
御
用
の
筋
あ
る

間
、
忽
に
牢
屋
敷
へ
来
れ
よ
、
亭
主
大
に
驚
き
、

外
の
用
に
て
は
な
し
、
汝
の
内
に
節
用
集
は
無
か
、
牛
の
死
を
、

む
と
い
は
れ
し
ゅ
へ
、
先
生
に
此
事
を
申
せ
し
に
、

懐

徳

堂

夜

話

た
を
る
ヽ
と
い
ふ
、
其
た
を
る
ヽ
と
い
ふ
字
が
見
た

先

8
の
御
話
に
、
錢
か
ま
す
の
か
ま
ず
と
い
ふ
字
を
仙
豪
錢
御
停
止
の
時
の
御
謁
書
に
あ
り
し
が
、

わ
ず
れ
し
と
仰

ら
る
、
其
後
予
奈
良
屋
米
兵
衛
と
い
え
る
字
義
を
好
め
る
人
に
尋
し
に
、
奈
良
屋
の
云
、
蒲
笥
の
二
字
を
か
ま
す
と
よ

彙
と
い
へ
る
粛
を
み
し
に
、
犀
の
字
に
か
ま
す
の
か
な
付
て
あ
り
し
ゅ
へ
、
先
生
に
又
申
上
し
に
、



（
二
ニ
）
遊
冶
郎

は
追
剥

（
二
ご
度
し
難

き
乞
食

（二

0
)
ス
ツ
ボ

の
間
に
合
は

ぬ
と
い
ふ
言

葉
（
一
九
）
＊
ウ
ヅ

と
い
ふ
魚

十
九
日

左
博

し
、
い
づ
れ
が
是
な
る
ゃ
。

の
間
に
も
あ
は
ぬ
と
云
ふ
也
。

る
も
の
也
、

そ
の
甑
を
買
に
行
し
に
、

余
が
外
に
て
開
し
は
、
御
簗
前
の
餅
屋
の
よ

こ
れ
よ
り
も
の

A

間
に
あ
は
ぬ
を
ス
ッ
ポ

と
仰
ら
る
。

十
二
月
十
四

B

備
前
の
沖
に
ホ
ウ
ヅ
と
い
ふ
魚
あ
り
、

り
出
し
と
也
。

又
仰
に
、
世
の
諺
に
、

不
残
彿
立
出
ぬ
、

懐

徳

け
し
か
ら
ぬ
長
き
魚
也
、
物
の
諺
に
＊
ウ
ヅ
が
な
い
と
云
ふ
こ
と
は
、
是
よ

ス
ッ
ポ
の
間
に
も
あ
は
ぬ
と
云
ふ
こ
と
あ
り
、

尚
喰
せ
と
云
ふ
に
亭
主
怒
り
、

左
博

そ
の
鼈
も
な
し
と
云
ふ
こ
と
な
り
、

又
御
話
に
、
頃
日
の
こ
と
な
り
し
が
、
砂
場
邊
の
餞
頭
屋
へ
乞
食
四
五
人
這
入
り
、
慢
頭
を
多
く
喰
ひ
債
を
彿
は
ず
、

と
や
か
く
半
ふ
て
居
る
慮
へ
、
去
所
の
隠
居
通
り
合
せ
、
此
事
を
開
て
不
便
に
思
ひ
、

債
を
彿
は
ん
と
云
ふ
、
亭
主
氣
の
毒
に
思
ひ
、
左
様
仰
ら
る
ヽ
こ
と
な
ら
ば
半
債
に
て
も
演
し
申
ざ
ん
と
云
を
、
隠
居

已
前
の
乞
食
隠
居
の
跡
を
追
行
て
、
隠
居
を
丸
裸
に
せ
し
と
也
。

頃
日
の
こ
と
に
や
、
或
客
廓
へ
行
、
蹄
り
に
牽
頭
送
り
来
り
し
に
、
其
客
は
追
剥
に
て
、
牽
頭
の
衣
服
を
剥
な
を
揮

を
奪
は
ん
と
云
に
、
驚
き
て
詑
れ
ど
も
不
聞
、
己
の
揮
を
あ
た
へ
牽
頭
の
縮
緬
の
禅
を
奪
、
牽
頭
逃
行
後
よ
り
か
の
追

こ
れ
は
京
橋
の
川
漁
市
に
、
鼈
が
仕
舞
に
残

一
四



（
二
六
）
富
士
山

に
浦
盛
を
祀

る
（
二
五
）
女
盗
の

話
（
二
四
）
長
柄
橋

杭
の
古
木

懐

徳

堂

夜

話

（
八
年
）

天
保
丁
酉

孟
子

H
先
生
の
や
ぎ
と
仰
ら
れ
し
は
、
す
ぎ
と
や
ぎ
の
字
の
磨
滅
に
や
と
思
は
る
。

一五

剥
客
呼
こ
と
頻
也
、
牽
頭
や
う
／
＼
虎
口
を
の
が
れ
蹄
り
し
に
、
腰
の
あ
た
り
の
痛
に
揮
を
取
て
見
し
に
、
金
五
柄
あ

り
し
と
也
、
携
こ
そ
已
前
叫
し
は
、

騒
に
附
て
云
出
せ
る
な
る
べ
し
。

(

1

詑
Hr翌
又
仰
に
、
會
津
の
領
内
に
寺
な
し
、

か
は
し
、
村
の
名
主
年
寄
に
て
事
を
演
ざ
ん
と
仰
ら
れ
し
か
ば
、
御
許
容
な
り
て
、
夫
ゆ
へ
今
に
寺
な
し
。

先
日
の
御
話
あ
り
し
長
柄
の
橋
杭
の
古
木
を
御
見
せ
な
ざ
れ
、
京
都
の
物
産
家
山
本
氏
へ
か
ん
て
い
の
こ
と
を
御
頼

し
、
予
其
木
を
み
し
に
、

正
月
廿
七

B

至
て
新
し
き
木
也
。
先
生
仰
に
、

水
中
へ
沈
し
木
は
水
に
ざ
ら
ざ
れ
、
却
て
新
し
き
も
の
也

と
仰
ら
る
、
其
後
大
工
久
右
衛
門
と
い
へ
る
エ
匠
に
此
木
を
み
ぜ
し
に
、
杉
也
と
い
ふ
、
木
も
至
っ
て
古
き
よ
し
、
先

又
仰
に
、
頃

H
女
の
追
剥
あ
り
、

や
ね
を
は
し
る
こ
と
飛
鳥
の
如
し
、
或
も
の
見
付
て
大
勢
に
て
同
し
か
ど
、
月
影

に
姿
の
み
見
へ
て
捕
得
ざ
り
し
と
也
。

頃
B
法
華
宗
の
工
夫
に
て
、
浦
盛
の
像
を
富
士
山
へ
祭
り
、
女
人
も
参
詣
す
る
や
う
に
な
る
と
の
事
也
。

正
之
公
の
時
公
儀
へ
仰
ら
れ
し
は
、
妻
子
も
な
き
坊
主
に
事
を
託
せ
ん
は
氣
づ

そ
の
金
を
奪
は
れ
し
ゅ
へ
と
し
ら
る
、

此
話
は
古
き
話
の
よ
し
、
頃

B
枇
上
の
物



（三

0
)
肥
後
に

他
國
人
多
き

（
二
九
）
麻
田
剛

立
と
河
章
i

（
二
八
）
藤
子
烏

と
燕
取

（
二
七
）
文
鳥
は

害
鳥

先
生
御
話
に
、
文
鳥
は
稲
の
穂
を
喰
切
烏
ゆ
へ
、
阿
蘭
陀
な
ど
に
て
は
飼
ふ
こ
と
は
勿
論
ぜ
ぬ
也
、

日
本
の
愛
翫
す

る
を
み
て
甚
笑
ふ
と
也
、
賓
に
彼
鳥
次
第
に
ふ
え
て
群
飛
ぜ
ば
、
米
穀
の
害
を
な
ざ
ん
、
ざ
れ
ば
文
烏
飼
ふ
こ
と
は
禁

制
あ
り
た
き
事
也
。

（

中

井

蕉

園

）

ァ

ッ

シ

ト

リ

此
月
中
旬
頃
異
鳥
群
飛
ず
、
家
兄
此
鳥
を
京
都
の
物
産
家
へ
御
見
せ
あ
り
し
に
、
脳
子
鳥
と
云
て
、

も
見
え
た
り
、
漢
名
花
鵡
と
云
ふ
も
の
也
、
此
鳥
を
先
生
へ
御
寛
に
入
し
に
、

序
に
、

老
年
ゆ
ヘ
一
一
時
を
麻
る
と
の
こ
と
也
、

邊
に
て
相
撲
な
ど
取
こ
と
あ
り
、
其
時
空
砲
を
磯
へ
捨
潰
、
河
童
疑
て
敢
て
近
よ
ら
ず
、

心
散
じ
戯
れ
遊
ぷ
、

河
童
は
澁
を
恐
る
＼
も
の
ゆ
へ
、

二
月
二
日

水
中
へ
飛
入
て
も
、

外
の
河
童
近
よ
ら
ざ
る
也
。

日
本
紀
な
ど
に

し
ば
ら
く
か
せ
と
仰
あ
り
、
其
御
話
の

此
間
鴻
池
菩
五
郎
方
へ
放
し
鳥
屋
来
り
し
に
、
雀
の
か
は
り
に
右
の
蒻
子
烏
を
持
参
れ
り
、
頃

H
は
雀
よ
り
此

小
倉
城
下
に
代
々
燕
を
よ
く
取
者
あ
り
て
、
甚
功
者
の
よ
し
。

（
戚
田
剛
立
力
）

浪
華
の
天
文
家
土
屋
の
師
匠
は
浅
田
こ
う
り
う
と
て
、
甚
天
學
に
く
は
し
く
し
て
、
若
き
間
は
一
時
よ
り
麻
ず
、
今

此
漫
田
氏
甚
河
童
を
取
る
こ
と
に
妙
を
得
た
り
、
其
河
葉
を
捕
法
は
、
河
窟
磯

ざ
れ
ど
も
後
に
は
次
第
に
疑

其
時
澁
帷
子
を
着
し
、
｛
貰
の
鐵
砲
に
て
討
ば
、
河
童
其
儘
水
中
へ
人
を
、
引
績
て
飛
人
て
檎
也
、

先
牛
御
話
に
、
肥
後
屋
敷
へ
講
秤
に
行
し
慮
、
役
人
閣
り
と
て
仰
ら
る
＼
は
、
肥
後
の
國
へ
他
郷
の
民
敷
多
入
込
居

烏
の
方
が
澤

111
あ
り
て
下
直
な
る
よ
し
。

懐

孟
子

徳

1

六



（
三
五
）
桁
荷
山

柚
を
禁
ず
し

（
三
六
）
覆
射
の

話

そ
の
時
稲
荷
山
よ
り
答
に
、

る
す
／
＼
と
云
て
す
ま
す
也
。

（
三
四
）
膝
森
の

初
午
行
事

例
年
初
午
の
日
、
藤
森
よ
り
京
都
の
栢
荷
へ
地
を
か
へ
せ
／
＼
と
云
て
行
、

(
-
L

一
三
）
肥
後
侯

米
を
贈
る

（
三
二
）
四
方
竹

の
花
人

（
三
一
）
周
防
侯

の
騎
奢

理
由

ゆ
へ
、

此
度
夫
を
吟
味
致
せ
し
に
、

周
防
侯
の
竹
島
の
事
露
顕
ぜ
し
は
、
竹
島
の
材
木
を
以
て
御
役
屋
敷
を
建
ら
れ
し
に
、
脇
阪
候
御
移
住
な
り
て
後
、

建
も
の
ヽ
木
の
目
な
れ
ぬ
事
か
ら
段
々
胤
ざ
れ
し
慮
、
竹
島
の
良
材
に
て
作
り
し
事
露
顕
せ
し
也
、
周
防
候
は
愚
也
と

仰
ら
る
。

薩
州
侯
の
御
着
の
節
、
近
櫂
よ
り
四
方
竹
の
花
入
を
獣
上
す
、
侯
御
戚
心
あ
り
し
と
也
、
彼
國
に
も
四
方
竹
ば
あ
れ

ど
も
、
見
事
な
は
稀
也
、
先
生
仰
に
、
杖
に
し
て
至
極
よ
し
、
則
我
庭
に
も
あ
り
と
。

頃
日
仙
壼
侯
よ
り
御
頼
に
よ
っ
て
、
肥
後
侯
よ
り
一
萬
石
を
贈
ら
る
、
肥
後
懸
作
ゆ
へ
也
。

面
ゆ
へ
也
、

稲
荷
山
へ
は
柚
を
禁
ず
、

も
し
柚
誤
て
山
へ
お
ち
ぬ
れ
ば
、
其
所
松
茸
生
ず
る
こ
と
な
し
。

冊
に
的
も
の
ヽ
占
と
い
ふ
事
あ
り
、

則
文
字
は
覆
射
と
書
、
す
べ
て
的
も
の
は
ざ
す
人
に
術
あ
り
て
、
大
概
そ
こ
ら

あ
た
り
の
事
を
い
ろ
／
＼
い
ふ
と
、
的
も
の
を
望
し
人
の
顔
色
自
然
と
瑳
ず
る
、

を
破
る
法
あ
り
、

も
し
的
も
の
を
よ
く
す
る
人
あ
ら
ば
、
中
へ
入
る
＼
も
の
を
脇
の
人
に
品
も
の
を
入
ざ
し
、
共
の
人

懐

徳

堂

夜

話

九

H

左
博

四

H

左
博

一
七

こ
れ
は
稲
荷
の
地
面
は
、
藤
の
森
の
地

そ
こ
を
見
て
取
て
ざ
す
こ
と
也
、
是

一
萬
五
千
人
に
餘
れ
り
、
肥
後
は
よ
く
米
の
出
来
し
ゅ
へ
也
と
。



（
三
八
）
櫻
宮
の

幽
霊
談

（
三
七
）
藪
孤
山

の
質
素

十
四

H

を
脇
の
方
へ
去
し
め
る
時
は
、

又
仰
に
、
我
一
族
の
も
の
肥
後
の
藪
先
生
を
訪
し
に
、
先
生
仰
に
、
今

H
は
時
習
堂
の
詩
會
な
り
と
の
事
ゆ
へ
、

族
の
人
行
れ
し
に
、
先
生
仰
に
、
定
て
空
腹
な
ら
ん
、
辮
常
を
出
ざ
る
べ
し
と
の
事
ゆ
へ
、
皆
々
辮
常
を
出
ぜ
し
に
、

皆
栗
飯
な
り
｀

三
月
七

8

左
博

孟
子

こ
ゞ
め
花
を
ク
ッ
プ
リ
生
ら
る
。

山
は
奢
移
な
る
人
也
と
云
れ
し
、

尤
な
る
事
也
。

也。

懐

ざ
す
こ
と
あ
た
は
ず
、

そ
の
質
素
思
や
ら
る
、
竹
山
先
生
と
も
入
魂
の
よ
し
、
先
生
仰
ら
る
、
藪
先
生
常
に
い
は
れ
し
は
、
竹

逆
賊
大
堕
の
御
話
の
み
也
。

御
床
に
、
籠
の
大
置
花
に
、

今
夜
も
大
聾
の
御
話
に
て
落
し
噺
ら
る
、
予
も
落
首
な
ど
を
申
上
る
、
先
生
又
仰
に
、
京
都
に
て
は
櫻
宮
へ
幽
憲
の

御
千
度
す
る
と
て
、
専
ら
評
判
也
、
常
地
に
て
は
き
か
ぬ
事
也
、
ざ
て
其
幽
寮
と
い
へ
る
は
、
櫻
宮
の
西
岸
川
崎
の
家

燒
失
し
て
一
軒
も
な
し
、
夫
ゆ
へ
火
事
場
の
燒
跡
を
通
行
す
る
人
が
、
水
に
沈
ん
で
其
影
が
幽
寧
巫
の
如
く
み
ゆ
る
他
と
ぞ

又
江
戸
に
て
帝
国
地
の
評
判
は
甚
仰
山
に
開
へ
て
、
御
城
の
追
手
の
櫓
を
打
潰
し
、
並
に
本
願
寺
の
御
堂
へ
二
三
千
人
も
楯

余
按
ず
る
に
、
駿
奎
雑
話
の
飛
騨
山
天
狗
の
話
、

徳

こ
の
話
と
事
異
に
し
て
意
は
同
じ
。

こ
れ
已
が
中
の
も
の
を
し
ら
ぬ
故
、
其
氣
色
面
へ
出
ざ
る
ゆ
ヘ

一
八



（四
1

!
)
大
甕
父

子
の
死

廿
九

H

と
也
。

孟
子

左
博

（四
1

)

蜆
と
出
出
利
に
て
は
蜆
ま
れ
た
り
、
出
列
の
人
大
阪
へ
来
り
、

狙
（四

0
)白
魚
の

債

江
戸
に
て
は
鯛
、
鰐
、
學
鰹
の
類
至
て
す
く
な
し
、

（
三
九
）
鯛
鰻
類

少
な
き
江
戸

よ
り
手
常
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
也
、
文
ま
な
鰹
は
生
物
は
至
て
す
く
た
く
し
て
、
味
噌
漬
は
折
々
あ
る
と
也
、
夫
ゆ
へ
大
阪

物
の
や
う
に
澤
山
に
町
人
は
中
々
喰
れ
ぬ
な
り
。

白
魚
の
債
は
高
く
せ
ぬ
と
賣
れ
ぬ
た
り
、
伊
勢
の
問
屋
へ
白
魚
を
澤
山
持
行
し
も
の
あ
り
し
に
、
問
屋
の
主
早
々
仲

間
う
ち
を
呼
よ
せ
、
大
鍋
に
て
白
魚
を
焚
、
賣
に
来
し
人
大
に
あ
き
れ
し
が
、
其
翌

H
よ
り
白
魚
の
債
高
く
な
り
し
と

也
、
か
や
う
に
ぜ
ね
ば
白
魚
は
賣
れ
ぬ
と
亭
主
の
語
り
し
。

一
昨
日
大
嫌
油
掛
町
三
好
屋
五
郎
兵
衛
方
に
刃
心
ぴ
居
候
故
、

死
せ
ん
と
せ
し
を
、
役
・
人
引
出
し
ぬ
、
平
八
格
之
助
共
に
死
果
し
也
、
今

H
は
此
事
の
御
話
の
み
也
。

四
月
二
日

大
聾
の
御
話
の
み
、
外
の
雑
話
も
な
し
。

懐

徳

堂

夜

話

廿
二
日

孟
子

寵
り
し
由
風
開
也
と
ぞ
。

一
九

召
捕
人
を
向
ら
れ
し
に
、
鐵
抱
を
は
な
ち
、
腹
を
切
燒

二
百
文
を
出
し
て
蜆
を
求
め
し
に
、
澤

lll
あ
り
と
て
呆
れ
し

一
萬
石
位
の
諸
候
は
、
鯛
を
一
枚
調
へ
ん
と
ぜ
ば
、
雨
一
―

-
H
前



（
四
三
）
古
林
正

見
の
漫
談

今
夕
古
林
正
見
同
席
に
て
、

四
方
山
の
話
を
い
た
ざ
れ
、
物
産
の
話
よ
り
見
世
物
の
話
に
い
た
る
、

退
出
せ
ら
れ
、
程
な
く
御
講
秤
あ
り
、

講
秤
后
別
に
筆
記
す
べ
き
御
話
も
承
ら
ず
蹄
る
。

先
生
仰
に
、
拾
芥
抄
は
よ
み
に
く
き
も
の
＼
よ
し
、
水
戸
公
三
大
典
を
御
撰
の
時
、
諸
方
の
僑
者
水
戸
公
へ
見
ゆ
、

（
四
四
）
水
戸
黄

門
と
拾
芥
抄

其
時
水
戸
公
は
拾
芥
抄
を
御
出
し
な
さ
れ
、
よ
ま
し
め
た
ま
ふ
に
、
其
言
の
意
を
合
貼
せ
ざ
る
者
は
、
奥
ゆ
か
し
と
て

御
取
上
な
ざ
れ
、
其
書
を
心
安
く
よ
む
者
は
、
却
つ
て
取
に
た
ら
ず
と
て
、
御
相
手
に
な
さ
れ
ざ
り
し
と
也
。

（
四
五
）
水
戸
黄

門
の
濃
儀
類

分、

典

大
切
な
り
。

水
戸
公
麗
綾
類
典
御
撰
の
時
、

京
の
宮
人
逹
嘲
り
て
云
、

何
程
の
事
か
仕
出
す
べ
き
と
い
ひ
し
に
、
腔
綾
類
典
を
見
て
始
め
て
驚
動
せ
し
と
也
、

ら
｀
禁
裏
の
秘
書
こ
と
人
＼
＜
燒
亡
せ
し
よ
り
し
て
、
禁
閾
の
公
事
行
事
は
み
な
／
＼
類
典
を
元
と
す
る
よ
し
、
誡
に

大
堕
平
八
自
負
し
て
三
幅
剖
を
作
る
。
中
は
楠
公
に
し
て
、
左
は
水
戸
公
、

（四
i

杖””
を
か
し
き
三
輻
到
あ
り
、
前
よ
り
い
ひ
偲
へ
た
る
は
、
中
は
太
閤
に
し
て
、
左
右
熊
阪
長
範
と
物
茂
卿
也
、

又
仰
に
、

廿
七
日

孟
子

廿
二
日

孟
子

今
夜
睡
魔
の
た
め
に
を
か
ざ
れ
、
拝
題
に
う
む
。

四

H

左
博

懐

徳

そ
の
後
い
つ
の
火
事
に
や

右
は
自
分
の
よ
し
、

黄
門
い
か
に
博
學
な
り
と
も
、

二
0

講
秤
前
古
林
氏

東
え
び
す
の

又
こ
れ
に
類
せ
し

を
か
し
な



（
四
九
）
虎
と
猫

（
四
八
）
貝
原
益

軒
と
膝
井
悧

齋
の
子
孫

廿
九
日

左
博

又
御
話
に
、
或
三
十
石
乗
合
に
て
、
軍
書
讀
の
匈
る
を
獣
し
て
聞
居
ら
れ
、

（
四
七
）
貝
原
盆

軒
と
軍
書
談

合
の
人
々
に
軍
の
話
を
夜
と
共
に
話
ざ
ん
と
云
ふ
に
、
皆
々
悦
び
開
居
し
に
、
片
隅
に
老
人
の
躊
り
居
る
を
見
て
、
軍

害
讀
老
人
に
向
ひ
、

あ
な
た
も
か
や
う
な
話
を
御
好
に
や
と
問
に
、
私
何
も
存
じ
候
は
ね
ど
も
、

候
と
答
ら
れ
し
に
、
御
嵐
は
側
國
に
候
や
と
云
に
、
筑
前
な
り
と
申
さ
れ
し
に
、
重
て
御
姓
名
は
い
か
ゞ
と
間
に
、
貝

原
久
兵
な
り
と
い
は
れ
し
に
、
軍
書
讀
大
に
驚
き
、
先
よ
り
の
過
言
失
膿
を
謝
せ
し
と
か
や
。

藤
井
瀬
齋
の
子
息
蘭
平
弁
ご
る
も
の
、
大
痩
み
る
よ
う
な
人
に
て
、
常
々
謀
叛
を
せ
ん
な
ら
ん
と
い
は
れ
し
が
、
早
生

せ
ら
れ
ぬ
、
其
時
親
へ
遺
書
を
歿
ず
、
瀬
齋
い
か
や
う
な
る
こ
と
を
記
せ
し
や
と
見
ら
れ
し
に
、

た
り
、
瀬
齋
大
に
怒
り
、

ま
つ
と
早
く
死
ば
よ
い
と
い
は
れ
し
、
然
る
に
蘭
平
の
子
二
人
あ
り
、
此
事
を
開
、
父
の
志

を
組
ん
と
武
者
修
行
に
出
、
筑
前
の
貝
原
氏
を
訪
ふ
、
貝
原
氏
湯
漬
な
ど
出
し
、
携
二
人
に
向
ひ
、
武
者
修
行
の
い
は

れ
を
尋
ぬ
る
に
、

後
行
方
し
れ
ず
。

し
か
人
＼
の
よ
し
に
て
父
の
志
を
網
よ
し
答
ふ
、
貝
原
氏
呆
れ
て
、

巽
見
せ
ら
れ
し
か
ば
、

今

H
予
難
波
新
地
へ
虎
を
見
に
行
し
こ
と
を
申
せ
し
か
ば
、
先
生
仰
に
、
猫
は
全
骰
虎
ふ
の
も
の
が
濫
縞
な
り
、

懐

徳

堂

夜

話

二
人
つ
と
座
を
た
ち
門
口
に
て
、

取
合
な
り
、
其
意
味
を
間
ば
、

そ

又
軍
書
讀
か
A

る
人
と
は
し
ら
ず
、
乖

み
ナ
5
/＼
高
名
の
人
に
し
て
六
十
三
に
て
卒
せ
し
故
な
り
。

か
や
う
な
話
を
す
き

悉
く
反
逆
の
事
を
轡

そ
れ
は
け
し
か
ら
ぬ
こ
と
也
と

あ
ヽ
久
兵
衛
は
取
に
た
ら
ぬ
奴
也
と
い
ひ
て
去
し
と
也
、
其



（吋
3

闘露

鰻
貪
三
）
三
浦
安

貞
に
就
て

’
 

（
五
二
）
和
漢
封

話
の
優
劣

（五

0
)
哭
服
橋

に
就
て

貪
一
）
高
麗
橋

櫓
屋
敷
に
就

て

ん
と
す
る
時
は
、
先
安
貞
の
宅
へ
行
き
是
非
を
開
に
、
安
貞
夫
は
そ
な
た
が
か
う
／
＼
し
た
こ
と
を
云
ゆ
へ
公
事
に
な

る
な
り
、
な
ど
A

教
訓
せ
ら
れ
ぬ
、
夫
故
其
邊
は
公
事
を
こ
と
な
く
し
て
安
静
な
り
と
。

先
生
御
話
に
、
奥
田
元
織
去
所
よ
り
鰻
の
切
手
一
枚
を
も
ら
わ
れ
、
早
速
鉗
伊
へ
取
に
や
ら
れ
し
慮
、

よ
り
仰
な
く
て
は
な
し
と
い
ふ
ゆ
へ
、
書
生
そ
の
ま
ヽ
持
蹄
り
ぬ
、
程
へ
て
元
織
又
か
の
切
手
を
出
し
て
鮪
伊
へ
や
ら

廿
四
日

左
博

先
生
仰
に
、
三
浦
安
貞
は
詩
に
く
わ
し
く
、
作
も
上
手
に
て
、

火
の
見
櫓
の
よ
し
。

れ
よ
り
い
ろ
／
＼
勢
色
に
人
が
作
れ
る
も
の
也
と
、
木
曾
の
山
中
の
猫
は
悉
く
虎
ふ
に
し
て
、
勢
ひ
猛
な
り
。

呉
服
橋
は
も
と
な
か
り
し
が
、
中
頃
よ
り
出
来
せ
し
橋
に
て
、
廓
通
に
行
た
め
に
か
け
た
る
も
の
也
。

高
麗
橋
の
櫓
屋
敷
の
由
来
を
伺
し
に
、
先
生
仰
に
、

今
夕
も
睡
魔
に
を
か
ざ
れ
、

替
り
し
こ
と
で
や
う
／
＼
妥
に
害
ず
る
こ
と
を
得
た
り
。

五
月
十
四
日

長
崎
御
奉
行
平
賀
左
近
将
監
大
阪
へ
来
ら
れ
候
節
語
ら
れ
し
は
、
唐
人
同
志
の
剖
話
で
も
、
多
は
手
に
て
仕
形
を
な

し
て
語
る
と
也
、
夫
よ
り
は
日
本
の
和
訓
の
便
明
な
る
こ
と
益
に
ま
ざ
れ
り
。

懐

徳

左
博

あ
れ
は
往
古
五
奉
行
の
公
事
を
開
し
慮
に
て
、

拝
聴
の
う
ち
睦
氣
き
ざ
し
、
開
ど
も
講
秤
の
意
味
わ
か
ら
ず
、

矢
倉
は
其
時
の

し
か
し
御
雑
話
は
事
の

正
直
な
る
人
た
り
、
其
邊
の
人
ど
も
公
事
訴
訟
に
及

此
鰻
は
前
日



四
日

（
五
七
）
面
白
き

乞
食

ん
と
ず
、
書
生
云
、
前

H
か
ら
申
ざ
ね
ば
な
し
と
云
、
先
生
言
、

も
不
苦
と
云
、
書
生
又
持
行
け
る
に
、

一
枚
の
債
銀
一
枚
な
り
、

又
仰
に
、
京
博
の
骨
董
集
に
、
蒲
燒
は
香
は
や
き
と
あ
り
、
非
な
り
、
樺
色
に
燒
を
以
て
樺
燒
な
る
べ
し
。

例
年
六
月
朔

B
、
河
州
若
江
村
邊
よ
り
其
年
の
新
穀
を
五
升
闊
東
へ
獣
上
す
、

先
生
御
話
に
、
頃

B
利
州
山
形
の
屋
敷
へ
刀
蜘
の
名
利
者
来
り
居
け
る
慮
に
、

蔵
へ
ほ
り
人
た
る
刀
あ
り
し
を
見
て
、

か
や
う
た
業
物
雨
三
本
に
過
ず
、

米
債
高
値
の
御
話
の
序
に
仰
ら
れ
け
る
に
、
頃
日
雨
國
橋
に
て
一
人
の
乞
食
酒
を
の
み
、

懐

徳

堂

夜

話 左
博

賣
掃
し
や
い
弁
5

や
、
其
程
は
不
知
と
。

（
五
六
）
天
王
寺

屋
の
古
刀

六
月
二

H

孟
子

（
五
五
）
米
五
升

に
五
斗
の
返

證

て

御

返

燈

あ

る

、

此
例
な
り
。

廿
九

H

左
博

已
前
の
如
く
断
る
ゆ
へ
、

不
苦
、

そ
れ
は
定
て
絶
品
の
鰻
な
る
べ
し
、

何
に
て
も
不
苦
と
云
、
鋪
伊
そ
れ
な
れ
ば
心
安
し
と

そ
の
切
手
一
枚
に
て
絶
品
の
鰻
を
割
に
、
ニ
―
―
一
疋
に
不
過
と
云
゜

て
、
早
々
鰻
を
割
け
る
こ
と
四
五
十
疋
、
害
生
呆
れ
て
其
故
を
問
ば
、

何
に
て

そ
う
ず
る
と
謁
東
よ
り
米
五
斗
に
し

天
王
寺
屋
伊
右
衛
門
方
に
、
古
よ
り

大
に
賞
美
、
銘
は
虹
認
何
々
の
銘
な
り
、
江
戸
に
て
某
も
餘
多
刀
を
見
し
か
ど
、

も
し
賣
彿
の
品
な
ら
ば
、
早
金
五
十
雨
指
上
ん
と
云
ふ
、
天
伊
悦
び
秘
蔵
す
、
其
後

興
に
乗
じ
こ
の
や
う
な
お

こ
れ
は
加
島
屋
の
御
隠
居
へ
行
切
手
に
し
て
、



て
、
先
自
分
が
行
作
を
た
し
な
む
べ
し
。

て
、
四
季
の
盪
の
か
は
る
や
う
に
し
た
り
、

こ
の
か
は
り
證
の
事
は
、

唐
に
て
も
紅
帳
を
た
れ
て
、
男
女
席
を
わ
か
つ
こ
と
あ
り
と
仰
ら
る
。

余
歎
じ
て
思
ふ
に
、
先
生
の
温
順
に
引
か
へ
て
、

貪
九
）
懐
徳
堂

書
生
の
風
儀

睡
し
、
驚
き
醒
て
行
燈
へ
行
た
り
、
す
で
に
書
面
へ
油
か
ヽ
ら
ん
と
せ
し
に
、
傍
に
見
て
居
る
書
生
等
是
を
み
て
、

に
ず
れ
て
、

鈴
に
や
る
と
い
ふ
も
の
也
、

粛
生
等
の
不
行
跡
程
ぞ
没
ま
し
、
今
夕
も
一
人
の
書
生
講
繹
中
熟

つ
／
＼
と
嘲
笑
せ
り
、
又
一
人
の
杏
生
蹄
り
し
な
に
、
煙
草
盆
を
蹴
ち
ら
し
、

け
し
か
ら
ぬ
事
な
り
、
先
生
是
を
叱
る
に
も
の
う
く
ば
、
高
弟
に
命
じ
て
教
導
ざ
し
て
こ
そ
よ
か
る
に
、

て
は
高
弟
か
ら
し
て
た
ゞ
文
面
を
覗
く
ま
で
に
し
て
、
其
心
淡
は
か
な
る
が
、
／
口
定
に
付
て
も
大
獲
乱
の
時
、
學
校
の
曹

生
難
波
の
谷
川
氏
に
て
無
歴
ぜ
し
と
て
、
谷
川
翁
の
叱
ら
れ
し
も
む
べ
た
り
と
思
は
る
、
柴
岡
拗
兵
も
、
害
生
ほ
ど
人

不
人
柄
な
る
よ
し
い
へ
り
、
人
が
ら
を
直
ざ
ん
た
め
に
寄
宿
に
や
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
人
柄
を
わ
る
せ
ん

も
し
予
が
か
や
う
に
過
言
を
か
き
し
を
見
怒
ら
れ
な
ば
、

（
五
八
）
男
女
席

を
分
つ
屏
風

御
内
談
の
時
、

男
女
別
を
分
つ
偽
の
隔
の
群
風
の
よ
し
、

其
仕
立
高
二
尺
に
満
た
し
て
、

こ
れ
に
つ
い

も
し
ろ
き
こ
と
は
な
し
と
頻
に
悦
び
、

け
る
と
ぞ
、
面
白
き
奴
也
と
仰
ら
る
。

も
う
面
桶
も
何
も
か
も
入
ら
ぬ
と
云
て
川
へ
投
げ
、

つ
ゞ
い
て
自
身
も
入
水
し

今
夜
舎
弟
野
村
九
十
郎
、
御
上
脳
よ
り
拝
領
し
た
る
二
枚
屏
風
を
先
生
に
御
目
に
か
け
る
、

こ
れ
は
老
中
と
上
藤
と

人
々
の
好
に
し
て
例
な
き
よ
し
、
先
生
仰
に
、

い
た
ゞ
き
も
せ
ず
蹄
り
た
り
、

＜
 

あ
ま
り

過
言
を
咎
む
る
こ
と
は
脇
に
し

目
く
ら
だ
ヽ
み
の
如
く
し

懐

徳

11m 



六
二
）
小
人
島

と
夜
人
國

（
 （六一

11)
助
字
に

就
て

（
六
一
）
水
川
と

高
見

（六

0
)
日
本
は

米
の
國

此
内
に
筆
す
る
御
話
も
な
し
。

米
債
高
値
の
御
話
の
序
に
、

8
本
は
結
構
な
土
地
に
て
、
ど
こ
で
も
米
の
出
来
ぬ
と
云
ふ
土
地
は
な
し
、
陸
奥
な
ど

も
米
ま
か
ぬ
土
地
は
澤
山
あ
れ
ど
も
、
あ
れ
は
人
少
な
き
ゅ
へ
行
屈
か
ぬ
也
、
蒔
け
ば
出
来
る
な
り
、

は
、
千
里
も
辿
ふ
間
に
米
一
粒
も
出
来
ざ
る
土
地
あ
り
、
消
土
も
そ
れ
程
に
は
な
け
れ
ど
も
、

又
仰
に
、

亡
父
の
話
に
、

見
は
ざ
ん
ほ
ど
に
て
少
し
と
の
こ
と
也
。

文
章
を
杏
に
、

の
エ
合
に
て
、
於
の
字
や
子
の
字
を
つ
か
ふ
な
り
、

ぬ
人
あ
り
、

子
や
於
の
助
字
は
、

し
か
れ
ど
も
い
づ
れ
か
く
べ
き
所
で
は
か
A

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
也
、
ざ
つ
と
い
へ
ば
、
短
文
に
は
助
字
多

く
、
詞
長
き
文
に
は
助
字
す
く
た
し
、
左
博
に
助
字
多
く
、

く
、
獣
蘇
は
助
字
す
く
な
し
と
仰
ら
る
。

懐

徳

堂

夜

話

廿
九

H

左
博

水
田
と
高
見
と
は
、
障
子
の
ざ
ん
と
紙
の
ご
と
し
、

二
五

オ
ロ
シ
ャ
な
ど

日
本
の
や
う
に
は
な
し
。

水
田
は
紙
の
ご
と
く
し
て
多
く
、
高

い
か
や
う
の
場
へ
つ
か
ひ
候
や
、
仰
に
ど
う
も
口
授
で
は
い
は
れ
ぬ
也
。
文
書

余
小
人
島
や
夜
人
國
は
あ
る
慮
に
候
や
と
伺
に
、

十
二

B

九
日

孟
子

左
博

こ
れ
も
人
に
よ
り
て
助
字
を
多
く
害
く
ぜ
あ
り
、
又
あ
ま
り
か
A

史
記
に
助
字
す
く
な
き
、

あ
り
と
仰
ら
る
。

八
大
家
に
て
も
韓
柳
は
助
字
多



（
六
五
）
疫
病
に

芭
蕉
の
根

八
月
九
日

左
博

七
月
四

8

孟
子

（
六
四
）
大
塵
の

胤
阪
本
絃
卿

源
之
助
へ
、
先
生
詩
を
贈
ら
る
、
拝
見
ず
。

に
贈
る
詩

逆
賊
大
塵
の
一
味
の
人
々
、
今

H
江
戸
行
た
り
、

聾
賊
火
攻
不
可
支
、

此
こ
と
御
話
に
て
其
序
に
、

曾

縮

拝

稿

此
度
の
乱
に
功
あ
り
し
城
興
力
阪
本

雨
衝
府
君
出
大
師
、
臨
陣
趙
越
衆
不
前
、
阪
君
執
銃
俗
且
騎
、
賊
放
鉛
丸
汰
笠
頂
、
夷
鋸
狙

撃
不
避
危
、
賊
顛
軍
潰
委
兵
甲
、
，
俄
頃
浦
明
妖
氣
披
、
爾
時
失
機
張
賊
勢
、
頼
有
一
箇
是
男
兒
、

．
士
、
砲
銃
名
家
長
火
枝
、

廼
箔
抜
擢
升
東
延
、
吝
有
斯
父
有
斯
子
、
孝
不
辱
親
忠
報
國
、
褒
功
且
慶
邦
家
祉
、

七
修
類
稿
蜀
王
之
亡
、
花
薬
夫
人
有
詩
曰
、
二
十
萬
軍
空
解
甲
、
更
無
一
箇
是
男
兒

丁

酉

季

夏

君
元
副
師
幕
下

此
節
栂
疫
の
氣
味
に
て
憩
を
あ
げ
兼
る
ゆ
へ
、
先
生
に
芭
蕉
の
根
を
所
望
し
て
御
も
ら
い
申
ぜ
し
ゅ
へ
小
、
合
兄
其
御

楼
を
申
上
ら
る
、
先
生
仰
に
、
病
人
は
も
と
よ
り
看
病
人
も
芭
蕉
を
の
め
ば
よ
し
と
仰
ら
る
。

物
産
の
御
話
に
付
、
先
生
仰
に
、
浦
土
に
は
茄
子
の
大
樹
あ
り
て
、

懐

徳

胎

阪

本

鈍

卿

日
本
に
て
は
見
も
せ
ぬ
こ
と
也
、

（
六
六
）
茄
子
の

大
樹
と
大
牡

丹
、
大
絲
瓜

南
方
の
熱
國
に
て
、
根
が
い
た
ま
ぬ
故
也
、
又
本
朝
尾
州
の
去
人
家
に
、
牡
丹
の
大
樹
あ
り
、
砲
盆
の
大
な
る
が
ご
と

尤
消
土
で
も

し
、
又
薩
州
に
は
絲
瓜
の
大
な
る
あ
り
、
長
ざ
一
間
半
も
あ
り
と
仰
せ
ら
る
。
茄
子
の
こ
と
七
修
の
類
稿
に
あ
り
と
仰
せ
ら
る
。

二
六



（
六
九
）
旅
行
と

健
脚
の
人

（
六
八
）
笠
置
の

石
棺

十
四

H

也。
女
の
物
を
ね
た
む
と
云
ふ
字
、

カ
ラ

こ
の
字
は
浦
よ
り
古
く
誤
り
来
れ
り
。

炉
の
字
よ
し
、

先
生
仰
に
、
笠
置
の
邊
の
或
農
夫
の
家
に
、
石
に
て
造
り
し
納
屋
あ
り
、

足
の
逹
者
と
閑
あ
る
人
は
、
春
秋
に
旅
し
た
き
と
仰
有
、
先
生
は
御
足
如
何
と
伺
し
に
、

牡
年
の
頃
は
痩
肉
に
て
逹
者
な
り
し
か
ど
も
、
次
第
に
肥
消
し
て
後
に
は
一
里
も
行
か
ね
し
な
り
、
是
に
付
て
も
今
兵

庫
に
居
る
足
早
の
逹
者
あ
り
、
大
阪
よ
り
兵
庫
へ
｀
一
日
に
三
度
往
還
す
、
又
丹
波
の
篠
山
の
僧
、
京
都
に
鞠
の
友
あ
り

し
を
訪
ひ
、
夫
よ
り
大
津
へ
至
り
寺
役
を
な
し
、

先
生
仰
に
、

（七

0
)
灸
嫁
ひ

の
竹
山
兄
弟

と
小
石
元
俊

ら
い
の
腎
は
酒
を
い
ま
し
め
、
酒
ず
き
は
洒
を
ゆ
る
す
類
な
り
、

よ
し
と
す
る
。

十
二
日

（
六
七
）
炉
字
と

妬
字
と
の
別

りヽ

こ
れ
は
昔
貴
人
の
棺
な
り
と
の
こ
と
也
。

不
得
手
也
、

亡
父
竹
山
も
、

又
京
へ
蹄
り
鞠
友
方
に
て
鞠
を
催
し
、
暮
に
よ
り
篠
山
へ
飩
り
し
と

（ま
A

)

叔
父
履
軒
灸
は
け
し
か
ら
ぬ
い
ま
し
め
ら
れ
た
れ
ど
、
夫
は
自
分
の
好
不
好
に
引
付
る
に
し
し
、
酒
ぎ

は
煩
悶
せ
ら
れ
し
｀
予
は
夫
程
に
は
な
し
、

懐

徳

堂

夜

話
左
博

孟
子

炉
の
字
が
よ
く
候
や
、

印
に
、

,
1
 

亡
父
竹
山
も
け
し
か
ら
ぬ
き
ら
い
に
て
、
灸
治
の
時

又
小
石
元
俊
と
い
へ
る
京
都
の
賢
は
、
け
し
か
ら
ぬ
灸
好
に
て
、
門
人
に

云
は
、
三
千
の
灸
を
快
く
受
る
者
に
非
ず
ば
、
我
門
下
に
せ
じ
と
、

こ
れ
も
あ
ま
り
な
り
、

と
か
く
か
た
よ
ら
ざ
る
を

二七＇

妬
は
妬
女
と
云
て
子
を
産
ぬ
女
な



（
七
三
）
曾
我
蛇

足
の
雁
費

（
七
二
）
翫
の
字

と
玩
の
字

十
九

B

左
博

翫
の
字
と
玩
の
字
の
意
は
違
候
や
、

仰
に
、

同
字
也
。

し
、
毎
度
此
時
の
話
を
し
て
御
尋
の
御
詞
を
有
が
た
が
り
し
と
也
。

（
七
一
）
徳
川
家

慶
の
仁
慈
ニ

敷
金
魚
ゐ
る
、
夫
に
餌
を
や
ら
ん
と
、
御
近
習
切
盤
に
飯
を
堆
く
な
し
、
毎
日
や
り
け
る
が
、

條

先
生
仰
に
、
此
度
官
予
＇
あ
り
し
家
慶
公
は
、
下
を
御
憐
み
至
て
深
し
、
此
頃
の
事
な
り
け
る
か
、
御
庭
の
泉
水
に
幣

近
頃
開
ば
世
上
米
債
高
値
の
よ
し
、

る
、
夫
よ
り
金
魚
へ
飯
や
る
こ
と
は
止
み
け
る
と
也
、

又
或
時
御
庭
の
亭
に
て
御
酒
を
召
上
ら
れ
け
る
が
、
亭
の
廻
り

は
尉
の
髭
を
植
て
愛
玩
し
玉
ふ
、
御
近
習
酪
蹴
し
て
亭
よ
り
落
ち
、
尉
の
髭
散
々
に
な
る
、

尉
の
髭
の
植
所
我
氣
に
入
ら
ず
、
早
々
取
彿
へ
と
の
御
詞
に
て
、
早
速
何
事
も
な
く
漬
た
り
。

又
或
時
西
の
丸
よ
り
登
城
遊
ば
す
折
、
庭
掃
除
の
爺
西
の
丸
様
西
の
丸
様
は
家
慶
公
と
聞
て
大
に
あ
は
て
、
逃
る
間
た
＜

御
庭
に
平
伏
す
、

此
時
も
し
御
尋
の
御
詞
た
く
ば
、
遠
島
と
な
る
こ
と
也
、

床
に
雁
の
掛
物
蓋
人
は
行
我
の
蛇
足
で
あ
ら
う
か
と
仰
ら
る
、
名
書
な
し
、
前
に
籠
の
謹
花
入
に
、

生
ら
れ
た
り
。

し
仰
に
、

九
月
四

B

左
博

懐

西
の
丸
様
御
寛
じ
て
、

徳

唐
々
下
民
難
澁
た
る
べ
し
、

あ
れ
は
何
者
な
る
や
と
、
御
近
習
云
々
の
由
申
す
、

あ
る
時
是
を
御
甕
遊
ば

こ
れ
を
御
寛
じ
て
仰
に
、

こ
れ
に
て
事
清
た
り
、

こ
の
後
此
爺
は
祉
を
息
子
に
譲
り
、
其
身
は
浪
華
に
来
り
住

ニ
八

芭
菊
を
澤
山
に

金
魚
は
死
し
て
も
苦
し
う
な
い
と
仰
あ



（
七
七
）
古
書
の

引
用
に
就
て

略
す
る
こ
と
は
く
る
し
か
ら
ず
、

（
七
六
）
跡
部
奉

行
の
加
噌
に

就
て

京
都
の
禰
井
の
僣
上
た
る
御
話
、

す
べ
て
古
害
を
引
用
す
る
に
、
本
文
の
ま
A

出
す
こ
と
を
せ
ず
し
て
、
自
己
の
略
文
に
な
し
て
も
不
苦
哉
。
仰
に
省

て
引
こ
と
自
在
な
り
、

講
秤
中
よ
り
雷
嗚
し
、
雨
折
々
車
軸
を
な
す
。

懐

徳

堂

夜

話

廿
四

8

廿
二

H

左
博

孟
子

先
生
種
々
の
御
話
の
中
に
、
漢
土
を
唐
山
と
か
く
は
、

（
七
四
）
漢
土
を

唐
山
と
書
く

こ
と

（
七
五
）
和
と
倭

の
字
に
就
て

事
と
思
ひ
、
佐
土
々
々
と
書
し
が
、
後
に
又
和
の
字
な
る
を
し
り
、

り
た
り
、
か
や
う
の
事
あ
ち
に
て
は
ま
ヽ
あ
り
と
仰
ら
る
。

恵
眸
人
が
毒
箭
は
、
ぢ
よ
ろ
う
蜘
が
主
と
な
る
と
也
。

和
土
々
々
と
害
し
よ
り
、

二
九

H
本
の
黄
壁
よ
り
漢
土
の
苛
柴
を
ざ
し
て
云
こ
と
也
。

和
と
倭
の
字
は
分
あ
る
こ
と
也
。
昔
筑
前
の
委
土
の
人
、
漢
土
に
て
國
主
に
封
ぜ
ら
れ
し
と
き
、
委
の
字
を

H
本
の

面
方
を
用
る
や
う
に
な

先
生
井
戸
茶
碗
も
筑
前
委
土
よ
り
出
し
ゅ
へ
名
と
す
と

仰
、
こ
れ
は
非
な
り
、
さ
す
が
先
生
、
茶
事
に
は
く
ら
し

先
生
又
仰
に
、

此
度
跡
部
山
城
守
東
奉
行
三
千
石
に
な
ら
れ
し
は
、
大
蟻
ゆ
へ
の
事
に
は
あ
し
じ
、
去
年
よ
り
御
願
に
て
高
が
へ
り

（ま
A
)

に
な
ら
れ
事
・
也
此
餘
御
雑
話
あ
り
し
な
れ
ど
も
、
心
に
記
憶
せ
ざ
る
こ
と
、
又
は
ざ
し
て
書
と
め
置
程
の
こ
と
に
も
あ

ら
ざ
れ
ば
も
ら
し
つ
。

ざ
の
み
筆
記
す
べ
き
程
の
事
に
て
な
し
、

講
秤
後
漢
土
の
害
籍
の
御
話
也
。

し
か
し
其
省
略
が
む
つ
か
し
、
朱
子
な
ど
は
夫
が
上
手
に
て
、
程
子
の
語
を
省
略
し

と
か
く
省
略
は
く
る
し
か
ら
ね
ど
、
益
こ
と
は
あ
し
.A
0
 



（八

0
)
江
戸
の

外
科
名
詈

（
七
九
）
峯
穏
院

の
讀
方

（
七
八
）
懐
穂
堂

講
席
の
天
井

先
生
仰
に
、
毎
度
亡
父
の
咄
に
、
東
都
の
外
科
某
は
虹
紅
珈
紐
の
療
治
に
オ
氣
あ
り
て
、
放
瞼
甚
す
み
や
か
也
、
其
一

九

H

霜
月
四
日

左
博

左
博

の
物
好
也
。
井
田
を
倒
に
し
て
、

如
此
に
ぜ
り
、
日
頃
よ
り
此
こ
と
尋
ま
く
思
ひ
し
ゅ
へ
、
今
夕
伺
、
仰
に
、
孟
子
の
井
田
を
と
り
し
も
の
に
て
、

で
ん
し
や
う
な
り
と
て
戯
れ
笑
ひ
玉
ふ
。

先
生
仰
に
、
台
癒
院
様
は
い
と
く
院
と
讀
べ
き
こ
と
也
、
林
家
の
訓
貼
の
あ
や
ま
り
よ
り
、
皆
々
た
い
徳
と
よ
む
こ

と
間
違
な
り
、
改
め
た
め
た
き
こ
と
也
。

十
月
＊
九

8

京
都
御
上
使
の
御
話
の
み
な
り
。

懐
悠
堂
講
席
の
天
井
左
の
ご
と
し
。

懐

徳

左
博

-
0
 

亡
父



（
八
一
）
獄
門
庄

兵
衛
と
紙
治

し
て
か
へ
り
し
よ
り
、
あ
だ
名
と
弁
ぶ
｝
り
、
又
大
長
寺
の
紙
治
は
、

獄
門
の
庄
兵
衛
は
、
も
と
梶
木
町
天
野
屋
の
家
人
也
、
或
と
き
獄
門
多
く
あ
り
し
時
、
庄
兵
衛
扇
を
獄
門
の
ロ
ヘ
ざ

は
、
堺
筋
の
捻
金
名
高
き
ゅ
へ
．
に
、

懐

徳

堂

夜

話

十
九
日

ヘ
牧
り
た
り
、

左
博

れ
今
と
啓
を
懸
け
て
、

又
或
士
刀
を
腹
へ
突
立
、

血
出
る
こ
と
幣
し
、

る
、
彼
外
科
是
を
み
て
、
中
々
左
や
う
に
血
氣
に
は
や
り
玉
ふ
こ
と
に
て
な
し
、
先
逍
言
に
て
も
し
た
ま
へ
と
云
、
彼

士
少
し
臆
し
、
遺
言
を
か
き
終
り
、
次
第
に
血
氣
衰
へ
し
か
ば
、
血
の
出
る
こ
と
も
止
た
り
。

そ
れ
に
つ
く
り
か
へ
た
る
也
、

つ
め
た
き
錢
を
あ
て
し
が
、

理
兵
衛
な
る
よ
し
、
夫
を
劇
場
に
て
治
兵
と
せ
し

ね
じ
金
は
迷
惑
た
る
も
の
也
と
御
話
也
。

彼
士
何
の
こ
れ
し
き
の
こ
と
ヽ
云
て
、

か
の
兒
は
冷
熱
を
不
論
、

ニ
を
云
に
、
或
詣
候
の
姫
君
、
股
の
間
に
腫
物
出
来
ぬ
、
婦
人
の
こ
と
な
れ
ば
療
治
甚
し
に
く
し
、
然
る
に
此
外
科
招

請
に
あ
ひ
、
老
女
に
見
て
腫
物
の
有
様
を
と
く
と
聞
、

扱
姫
君
に
逢
、
少
し
裾
を
ま
く
り
、
其
間
へ
鋏
を
い
れ
て
チ
ョ

キ
と
切
り
し
｀
其
す
み
や
か
な
る
こ
と
妙
也
、
携
其
上
へ
脅
棄
を
は
り
、
三
四

H
に
し
て
癒
た
り
、
又
或
所
に
小
兒
の

鋏
を
持
ち
居
し
を
、
、
そ
の
過
失
あ
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
、
取
ん
と
し
て
誤
て
腹
へ
入
、
腸
出
、
衆
皆
駁
く
、
彼
外
科
是
を

見
て
、
是
は
燒
切
よ
り
外
に
療
治
な
し
、
夫
に
て
も
く
る
し
か
ら
ず
や
と
云
ふ
に
、
衆
皆
々
諾
し
、
其
法
を
問
、
腎
の

曰
く
、
錢
を
二
三
面
火
の
如
く
に
燒
、
夫
に
て
燒
切
る
こ
と
也
、
但
し
燒
切
る
と
き
は
合
岡
を
す
べ
し
、
夫
ま
で
は
め

ん
な
い
を
す
べ
し
と
て
●
手
拭
に
て
只
を
か
く
し
臥
ざ
し
む
、
扱
錢
を
飯
銅
の
中
へ
入
れ
火
に
な
り
し
頃
、

か
の
臀
そ

ひ
や
と
び
つ
く
り
ぜ
し
か
ば
、
腸
腹
中

血
氣
に
は
や



（
八
四
）
鶯
の
語

源
（
八
一
―
-
）
開
元
大

賓
遺
事
に
就

て
（
八
二
）
書
家
の

癖

十
九

8

本
の
字
は
、
木
と
云
字
に
一
貼
な
り
し
を
、
王
義
之
の
頃
よ
り
大
の
字
の
下
へ
十
の
字
を
書
や
う
に
も
な
り
た
り
、

こ
れ
は
害
家
の
癖
な
り
。

御
雑
話
の
み

十
二
月
四

H

逆
賊
大
聾
の
御
話
の
み
也
。

開
之
天
賓
遺
事
は
偽
害
に
て
、
益
も
た
ヽ
ぬ
こ
と
多
き
な
れ
ど
も
、
高
名
の
書
た
れ
ば
、
物
に
よ
り
て
は
引
書
に
し

て
も
く
る
し
か
ら
ぬ
こ
と
也
。

鶯
は
諸
烏
の
中
に
て
巣
の
う
つ
く
し
き
最
上
ゆ
へ
、
う
つ
く
し
ず
と
云
ふ
と
仰
あ
る
、
う
つ
く
し
す
は
先
生
の
御
設

に
て
や
と
伺
に
、

廿
九

B

否
左
に
あ
ら
ず
、
或
書
に
あ
り
と
。

、
左
博
今
年
の
納
諮

御
雑
話
の
み
。

廿
四
日 懐

左
博

左
博

左
博

徳



（
八
七
）
入
魚
の

話
（
八
五
）
獅
子
と

香
櫨

（
八
六
）
大
章
魚

の

話

、

十
四
日

左
博

の
と
は
別
種
也
、
予
が
庭
に
も
飼
逍
し
が
、

い
つ
の
間
に
か
行
方
し
れ
ず
、
大
方
木
へ
上
り
し
も
の
と
思
は
る
。

二
月
九

8

先
生
仰
に
、
獅
子
は
姻
を
好
む
も
の
也
、
夫
ゆ
へ
、
香
櫨
な
ど
に
も
多
く
用
ゆ
と
。

又
仰
に
、
章
魚
の
大
き
な
も
の
は
恐
ろ
し
き
も
の
也
、
或
所
に
て
大
章
魚
磯
邊
に
上
り
、
牛
の
足
を
握
ふ
、
牛
も
引

れ
じ
と
平
ひ
し
が
、
終
に
牛
を
引
込
し
と
也
、
夫
の
み
な
ら
ず
、
章
魚
は
至
っ
て
死
者
を
好
み
、
村
合
の
三
昧
に
死
者

の
葬
あ
る
時
は
ど
う
び
ん
へ
水
を
だ
め
立
て
、
岡
を
歩
行
す
る
こ
と
三
四
歳
の
小
兒
の
如
し
、

を
出
し
て
火
を
消
し
、
死
者
を
食
ふ
と
ぞ
。

叉
仰
に
、
人
魚
は
魚
怪
人
身
に
あ
ら
ず
、
唯
其
嗚
啓
人
の
如
し
、

按
ず
る
に
、
六
物
新
志
に
、
人
魚
の
岡
を
出
し
て
人
魚
の
有
こ
と
を
辮
ぜ
り
、
先
生
の
設
い
か
ゞ
゜

懐

徳

堂

夜

話

正
月
廿
九
日

御
雑
話
の
み
。

左
博

懐

徳

堂

夜

話

天
保
九
年
戊
戌
左
博

（
巻
之
二
）

ざ
て
ど
う
び
ん
よ
り
水

ゆ
へ
に
締
の
字
を
書
、
冊
俗
の
や
も
り
の
如
を
も



（
九
一
）
懐
徳
堂

の
書
生

（
八
九
）
橋
許
訪

の
制

（
八
八
）
交
厚
き

雨
奉
行

廿
四

H

左
博

大
に
評
判
な
り
し
と
。
こ
れ
は
赤
松
九
兵
衛
の
よ
し
、
其
後
聞
た
り
。

る
と
。 御

雑
話
く
ざ
／
＼
あ
れ
ど
も
筆
記
す
べ
き
ほ
ど
の
こ
と
も
た
し
。

三
月
九

H

今
の
東
奉
行
疇
城
冠
西
奉
行
臼
賀
守
江
戸
の
御
屋
敷
隣
同
士
に
し
て
、

御
同
役
御
勤
、

め
づ
ら
し
き
こ
と
也
と
仰
ら
る
。

け
し
か
ら
ぬ
御
入
魂
な
り
。
大
阪
に
て
ま
た

天
下
橋
普
請
の
と
き
、
瑕
橋
を
渡
し
、
往
来
の
人
に
一
錢
宛
取
こ
と
、
是
は
上
へ
抜
て
な
き
こ
と
也
、
其
替
り
に
煮

賣
株
御
免
に
て
あ
る
也
、
今
度
こ
れ
を
御
正
し
な
ざ
れ
た
り
、
今
よ
り
骰
橋
錢
と
る
止
む
や
否
。

先
月
の
事
な
り
し
か
、
高
麗
橋
の
害
林
浅
野
蒲
兵
衛
方
へ
賊
五
六
人
這
入
り
、

土
蔵
の
も
の
を
奪
ふ
、
し
か
る
に
隣

（九

0
)
書
林
膝

屋
の
話
二
條

家
よ
り
藤
屋
の
蔵
を
か
り
て
入
れ
し
に
‘
[
隣
家
の
品
の
み
失
て
藤
屋
の
品
紗
失
な
し
、
疑
か
A

る
亭
主
も
少
々
疵
を
受

又
仰
に
、

に
行
し
に
、

此
藤
屋
今
の
主
人
か
先
の
主
人
か
し
ら
ね
ど
も

今
夕
講
繹
の
始
り
至
て
遅
し
、
行
し
な
に
飯
を
喰
行
し
に
、

内
へ
嫁
も
ら
い
し
に
、
道
に
て
狼
藉
者
輻
脇
よ
り
刺
す
、

講
秤
前
よ
り
腹
へ
り
大
に
困
る
、

へ
り
し
こ
と
な
し
、
今
夕
は
全
く
時
刻
の
遅
き
に
身
骰
倦
し
と
思
は
る
、
寮
の
書
生
等
喧
囃
に
し
て
紀
律

な
き
も
の
と
歎
ず
。

懐

左
博

徳

四
い
つ
も
は
飯
喰
は
ず



（
九
五
）
唐
詩
選

の
誤
字

（
九
四
）
｀
｀
、
サ
．
n

ズ
シ
の
味

（
九
―
―
-
）
京
儒
者

の
弊

（
九
二
）
駒
鳥
の

語
源

先
生
仰
に
、
駒
鳥
は
冬
に
な
る
と
朝
鮮
よ
り
多
く
渡
る
、
ゆ
へ
に
こ
ま
の
名
あ
り
。

閏
四
月
四
日

先
生
仰
に
、
浅
見
覇
齋
の
靖
獣
逍
言
は
よ
き
も
の
な
れ
ど
も
、

東
を
敵
と
し
、
禁
裡
に
仕
る
を
忠
臣
と
し
、
諸
候
に
仕
る
を
不
忠
と
し
、
も
し
諸
侯
に
仕
る
人
あ
ら
ば
破
門
せ
ら
れ
、

と
か
く
京
び
い
き
よ
り
し
て
、

叉
仰
に
、

儒
者
は
京
を
な
き
も
の
に
し
、
京
の
儒
者
は
江
戸
を
な
き
も
の
に
す
、
に
が
／
＼
し
き
こ
と
也
。

（ま
A
[）

小
便
に
て
つ
り
也
、
み
ざ
ご
利
を
ふ
る
へ
ば
、
魚
の
よ
る
こ
と
手
際
な
こ
と
也
、

折
に
は
櫻
宮
邊
へ
も
来
る
と
或
人
に
開
り
と
(

書
籍
の
御
話
の
み
。

二
十
九

H

唐
詩
選
は
誤
字
多
し
、
杜
「
十
美
の
一
月
主
人
笑
幾
回
と
、

を
取
り

し
也
あ
h
ノ
‘

み
ざ
ご
ず
し
の
味
は
、

人
生
が
生
人
と
間
違
ひ
、
生
人
ま
た
主
人
と
間
違
ふ
、
李
白
が
林
前
看
月
光
、

そ
れ
に
て
こ
を
お
も
し
ろ
し
、
又
浦
平
調
の
其
一
其
二
と
あ
り
て
四
首
を
の
す
、

か
ら
ぬ
也
、
四
首
を
合
し
て
一
首
の
意
貫
通
ず
、
是
は
亡
父
の
説
也
と
仰
ら
る
。

懐

徳

堂

夜

話

十
九

H

左
博

左
博 左

博

こ
の
書
を
つ
く
り
、

―
つ
の
病
あ
り
、

五

先
生
仰
、
一
月
人
生
の

語
荘
子
に
あ
り
、
そ
れ

そ
の
料
に
難
は
な
し
、
覇
齋
は
開

こ
の
書
に
の
せ
し
忠
臣
の
通
り
京
へ
忠
を
つ
く
せ
と
也
、
江
戸
の

あ
れ
は
主
人
に
て
は
な
し
人
生
な
り
、

あ
れ
も
品
彙
に
一
本
明
月
光
と

あ
れ
は
一
首
づ
ヽ
に
て
は
わ



(

I

 

O
o
)
~の

話
（
九
九
）
中
井
家

蔵
の
奇
石

（
九
八
）
講
堂
の

掛
軸

（
九
七
）
應
畢
虻

江
の
養

（
九
六
）
山
師
の

巧
計

廿
七
日

孟
子

珍
石
の
御
話
の
序
に
先
生
仰
ら
れ
け
る
は
、
我
家
に
一
っ
の
奇
石
、
細
微
に
し
て
形
容
し
れ
が
た
し
、
贔
眼
錢
に
て

み
れ
ば
猿
の
か
た
ち
あ
り
／
＼
と
み
ゆ
、

ざ
あ
捕
へ
る
と
な
る
と
、

こ
れ
は
懸
後
の
府
内
よ
り
出
る
産
也
と
。

琢
は
見
た
虚
は
の
ざ
／
＼
し
て
鈍
に
見
ゆ
れ
ど
も
、

分

A
f
l

に
琢
あ
り
し
を
、
吾
幼
年
の
頃
村
合
の
夫
に
貰
く
れ
よ
と
云
し
て
、
夫
取
に
来
り
し
と
き
芦
中
々
捕
へ
る
こ

御
宅
也

宅
十
四
日

左
博

ら
ん
と
云
、
古
く
見
へ
た
り
。

今

H
講
堂
の
御
床
に
、
柳
に
豹
の
掛
物
か
＼
る
、
饗
者
を
尋
ね
申
せ
し
に
知
れ
ず
、
藍
江
の
云
に
は
山
業
あ
た
り
な

と
う
じ
う
の
説
也
、

そ
の
中
に
て
月
夜
の
嗚
古
今
の
出
来
也
。

を
得
し
と
也
、
其
道
に
か
し
こ
き
も
の
也
と
。

先
月
廿
三

H
の
三
番
に
て

5"llt
．
有
し
展
観
の
應
學
は
、
性
は
よ
け
れ
ど
も
蓋
券
拙
し
、
藍
江
の
方
が
筆
力
あ
り
と
、

汲
の
僧
大
に
悦
び
、

安
き
こ
と
な
り
と
て
古
笈
摺
を
典
ふ
、

其
敷
々
萬
、

或

111
師
こ
れ
を
開
て
、
百
五
十
金
獣
金
せ
ん
こ
と
を
乞
、

先
生
仰
に
、
前
年
美
濃
谷
汲
の
開
帳
、

五
月
七

B

孟
子

懐

徳

そ
の
代
り
に
谷
汲
に
納
あ
る
古
笈
摺
を
も
ら
は
ん
と
云
、
谷

太
融
寺
に
て
有
し
時
、

其
早
き
こ
と
中
々
手
に
及
ば
ず
、
吾

山
師
是
を
納
め
し
所
へ
持
行
て
、
大
に
大
金

一
向
不
流
行
、
百
五
十
金
の
借
財
に
て
蹄
ら
れ
ず
、

六



(

I

 

0
1
―
-
）
周
到

、
な
る
公
俄

懐

徳

堂

夜

話

又
仰
に
、

り゚ 又
仰
に
、

或
人
小
便
閉
て
病
し
に
、

(
1
0
1
)
痢
病

の
妙
薬

(
1
0
二
）
河
豚

の
放
能
二
條

に
あ
た
る
と
も
、
命
を
し
か
ら
ず
と
云
て
食
し
に
治
し
た
り
、

先
生
仰
に
、
痢
病
に
は
朴
の
葉
一
枚
と
廿
草
―
つ
ま
み
入
て
煎
べ
し
、
奇
瞼
あ
り
。

あ
る
僧
年
老
て
隔
を
思
ふ
、
河
豚

g
匹
5
奇
棄
と
云
ふ
こ
と
を
開
て
、
．
我
は
年
老
た
り
、

又
仰
に
、

断
し
て
食
は
食
ふ
べ
し
。

公
儀
と
云
も
の
は
P

時
、
阿
蘭
陀
人
の
屋
敷
の
近
邊
出
火
、
其
時
轄
奏
は
増
上
寺
が
御
立
の
き
、
阿
蘭
陀
人
を
い
か
ゞ
せ
ん
と
伺
し
に
、
韓

十
九

H

左
博

御
雑
話
の
み
。

九

左
博

睡
魔
の
盆
に
拝
聴
に
う
む
。

H
 

六
月
二
日

と
ぞ
。

孟
子

河
豚
汁
を
食
て
癒
た
り
と
云
、

何
か
ら
何
ま
で
よ
く
吟
味
し
た
る
も
の
也
、

七

先
年
阿
蘭
陀
人
轄
奏
と
闊
東
下
向
の

か
く
の
如
き
速
殻
あ
れ
ば
、

と
に
困
り
し
と
也
、
兵
庫
の
五
田
の
宅
に
は
薩
州
侯
よ
り
拝
領
の
家
子
を
産
て
澤
山
也
、
貰
に
行
ば
悦
で
呉
ら
る
＼
こ

（
腸
か
）

た
と
ひ
蝶
の
毒

こ
れ
は
他
人
に
勘
め
ら
れ
ぬ
こ
と
な
れ
ど
も
、
自
ら
決

毒
魚
に
決
し
た



(
1
0
六
）
前
川

虚
舟
の
拓
本

軸
(
1
0
七
）
古
人

は
質
撲

(

I

 

O).:i)
地
獄

極
架
の
話

(
1
0
四
）
一
向

宗
の
清
伶

難
波
戦
記
の
御
話
の
み
也
。

先
生
仰
に
、
近
江
の
た
し
か
錦
色
と
か
や
ら
一
向
宗
の
僧
清
僧
な
り
、
其
ゆ
へ
を
問
へ
ば
、
祗
師
は
優
婆
塞
に
て
有

し
ゅ
へ
、
肉
食
妻
帯
な
り
、

ゆ
へ
に
、
我
は
消
僧
也
と
。

叉
仰
に
、

地
獄
極
柴
の
こ
と
は
漢
土
に
て
い
ろ
！
＼
あ
や
し
く
作
り
た
り
、

は
熱
國
ゆ
へ
、
髭
も
ち
ゞ
み
て
顔
色
金
色
と
な
る
、
身
分
よ
き
者
は
、
家
を
高
く
建
て
涼
し
く
す
、

よ
き
事
を
す
れ
ば
か
や
う
の
慮
へ
生
る
＼
、
又
地
を
ほ
り
て
罪
人
を
穴
へ
落
す
、
是
を
地
獄
と
い
ふ
也
。

八
月
廿
二
日

そ
れ
よ
り
邁
如
上
人
よ
り
後
は
、
僧
形
に
て
肉
食
妻
帯
也
、

今
夜
錯
簡
説
也

床
に
韓
退
之
の
羅
池
廟
の
文
な
り
、
東
披
の
手
跡
を
前
川
虚
舟
石
刻
に
し
た
る
も
の
な
り
。

先
生
仰
に
、
昔
と
今
と
人
の
質
朴
な
る
こ
と
歎
ず
べ
し
、
大
低
寺
に
古
法
眼
が
過
去
帳
あ
り
、

ひ、
廿
九
日

中
庸

左
博

い
つ
も
よ
り
睡
魔
甚
し
く
し
て
、
人
語
を
聞
得
ず
。

七
月
四

H

廿
七

8

中
庸
開
講

奏
と
同
所
に
火
を
ざ
く
る
が
例
也
と
て
、
ち
ゃ
っ
と
事
決
し
た
り
。

懐

徳

こ
れ
を
極
業
と
い

そ
の
意
祉
師
の
法
に
叶
は
ず

天
竺
の
教
方
は
随
分
尤
至
極
也
、

一八

天
竺

そ
の
中
に
古
法
眼
七



（
一
―
-
）
病
疾

の
妙
薬

(

I

 

1
 

0
)
岡
白

駒
と
那
波
師

曾
(
1
0
九
）
現
織

の
話

(
1
0
八
）
古
法

眼
と
信
長

面
ず
。 廿

四

H

中
庸

左
博

し
が
り
、
見
に
来
り
し
と
の
こ
と
也
。

+
8の
間
毎

H
寵
を
書
に
通
ひ
し
に
、
自
分
の
辮
常
に
て
雇
賃
七
分
な
り
、

を
振
舞
し
と
の
こ
と
也
。

そ
の
間
に
一
度
は
あ
ん
餅
、
一
度
は
素
麺

叉
仰
に
、
或
時
古
法
眼
、
机
の
下
よ
り
足
を
投
出
し
避
を
か
き
居
し
慮
へ
、

あ
り
と
の
こ
と
也
。

刃
織
と
い
ふ
も
の
は
近
頃
の
も
の
也
、
前
か
た
は
甚
だ
す
く
な
く
一
町
内
に
列
織
―
つ
尼
崎
屋
七
郎
右
衛
門
方
に
あ

り
し
を
借
り
合
し
て
、
御
番
所
行
た
ど
ぜ
し
と
也
、
又
越
の
門
人
鈴
木
某
、

九
月
二
日

村
合
の
糞
壺
の
上
を
掩
ぴ
し
席
を
か
ら
み
た
る
縄
あ
り
、

懺

徳

堂

夜

話

九

二
三
人
の
侍
通
る
、

――-
8
目
と
い
ふ
朝

こ
の
中
に
倍
長
も

黒
い
組
の
利
織
を
せ
し
と
て
、
出
入
の
珍

ざ
ま
人
＼
の
御
話
の
中
に
、
岡
白
駒
の
話
に
及
ぶ
、
先
生
仰
に
、
白
駒
の
作
を
門
人
那
波
師
曾
ぬ
す
み
て
、
那
波
貼

の
左
博
と
い
ふ
を
梓
行
ず
、
白
駒
聞
怒
り
、
早
々
師
曾
を
呼
よ
ぜ
て
こ
れ
を
せ
む
、
師
曾
恐
れ
入
っ
て
云
様
は
、
先
生

に
は
居
人
の
作
説
を
我
も
の
に
御
ぬ
す
み
な
さ
る
、
私
は
門
人
と
し
て
師
の
作
を
ぬ
す
む
、
罪
ま
た
軽
し
と
、
白
駒
赤

至
て
り
ん
疾
に
よ
し
と
也
、
或
腎
の
僕
こ
の
事
を
聞
、
り

ん
疾
に
煎
じ
用
し
に
、
痛
み
錠
す
甚
し
き
こ
と
二

H
餘
り
、
大
に
弱
り
て
も
は
や
止
ん
と
思
し
に
、



（
―
-
四
）
夜
尿

の
妙
薬

（
―
-
三
）
碩
果

の
女
再
嫁

先
生
仰
に
、
赤
犬
の
肉
は
至
て
奴
能
あ
る
も
の
也
、
叔
父

5
戸
の
話
し
に
、
或
全
盛
の
太
夫
時
め
き
け
る
に
、

く
夜
尿
の
く
ぜ
あ
り
、
夫
ゆ
へ
客
も
次
第
に
減
じ
ぬ
、

ば
そ
こ
の
太
夫
は
全
盛
の
開
え
高
き
に
、
夜
尿
の
く
ぜ
有
と
開
侍
り
し
、
賓
事
な
ら
ば
此
栗
を
奉
ら
ん
、
私
も
数
年
御

門
前
に
て
御
恩
を
蒙
り
し
に
報
ぜ
ん
武
に
持
参
せ
り
、
則
．
因
は
赤
犬
な
か
と
云
、
亭
主
大
に
悦
び
、

早
速
用
ひ
し
虚
、
病
忽
ち
に
癒
た
り
。

廿
九
日

左
博

(

-

―

1
1
)
文
品

の
山
水
と
萩

上
に
青
磁
家
鴨
の
香
櫨
、
下
に
至
て
古
物
と
見
ゆ
る
揖
花
入
也
、
紅
白
の
菊
御
生
弁
ミ
ざ
る
、

燒
花
入

掘
出
せ
し
品
に
て
、
萩
燒
の
よ
し
仰
ら
る
。

今
夕
は
御
話
の
み
也
。

先
年
先
牛
の
娘
淀
へ
嫁
せ
ら
れ
し
が
、

明
後
夜
の
講
秤
は
休

8
也
、
但
し
十
五
日
の
詩
會
は
有
な
り
。

廣
菩
按
る
に
、

い
か
ゞ
の
わ
け
か
は
し
ら
ね
ど
も
、
儒
家
の
再
嫁
は
を
か
し
き
こ
と
也
。

不
緑
に
な
り
、
今
度
上
町
の
臀
家
へ
再
嫁
せ
ら
る
、

床
に
文
塊
の
山
水
至
っ
て
大
幅
に
し
て
見
事
也
、

-
H
門
前
へ
来
る
皮
剥
来
り
、
謹
屋
亭
主
に
逢
つ
て
云
、
承
れ

こ
れ
は
文
堤
廿
歳
の
時
懐
徳
堂
に
て
の
席
壷
也
、
前
に
高
麗
卓
、

十
二
日

中
庸

よ
り
、

い
た
み
忽
ち
に
去
り
じ
と
也
、
奇
妙
な
る
こ
と
也
と
仰
ら
る
。

懐：

穂

ゆ
へ
に
明
晩
の
會
講
、と

か

其
厚
情
を
謝
し
、

こ
れ
は
播
州
白
旗
山
よ
り

匹

0



(
-
―
七
）
五
井

持
軒
の
逸
話

（
―
-
六
）
左
俸

摘
要

（
―
-
五
）
虎
猫

の
肉

火
の
用
心
の
番
を
す
る
、
或
夜
持
軒
の
番
に
あ
た
る
に
、
零
よ
り
一
軒
々
々
戸
を
た
ヽ
き
、

敷
軒
言
終
て
の
ち
、

の
番
は
誰
な
り
と
問
ふ
に
、

ら
れ
し
に
、
溜
り
水
に
船
板
を
わ
た
し
あ
る
を
み
ら
れ
、

と
き
辻
君
に
袖
を
引
か
れ
て
辻
君
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

懐

穂

堂

夜

話

五
井
先
生
の
話
に
及
ぷ
、

廿
二

H

十
二

8

床
に
は
先

8
の
羅
池
廟
の
文
懸
る
。

御
病
談
の
み
也
。

御
雑
話
の
み
。

十
月
九

H

又
仰
に
、
猫
の
肉
は
く
わ
れ
ぬ
も
の
也
、

四

一
軒
々
々
戸
を
た
、
き
、
麓
を
い
ふ
て
行
れ
し
と
也
、
叉
或

た
く
と
悉
く
泡
と
な
る
、
虎
も
又
泡
と
な
る
よ
し
、

又
仰
に
、
左
博
摘
要
は
、
國
分
に
し
て
人
物
の
博
を
み
る
に
よ
き
も
の
也
。

と
か
く
猫
虎
は
よ
く

一
と
せ
朝
鮮
人
来
聘
の
時
、
面
々
町
内
に
て

火
の
用
心
を
云
て
獨
ら
る
、

ま
た
も
と
の
家
へ
来
て
、
叉
始
の
ご
と
く
云
は
れ
、
夜
明
に
及
ぶ
、
町
内
皆
々
大
に
こ
ま
り
タ
ベ

中
庸
終
講

中
庸

左
博

似
た
る
所
あ
り
と
。

五
井
嘉
助
也
と
聞
き
、

こ
れ
よ
り
番
に
入
れ
ざ
り
し
と
也
、
又
或
と
き
解
船
町
を
夜
行
せ

ゆ
へ
を
と
ふ
、
辻
君
身
の
貧
し
き
ゆ
へ
い
や
し
き
動
を
す
る

五
井
持
軒
先
生
は
篤
寅
な
る
人
な
り
‘
翡



十
九

H

と
答
、
先
生
開
れ
、
そ
れ
は
氣
の
毒
也
と
て
我
宅
へ
つ
れ
蹄
り
、
飯
を
く
わ
せ
介
抱
大
方
な
ら
ず
、
翌
日
門
弟
来
り
、

妓
を
見
て
大
に
忙
れ
、
先
生
に
其
ゆ
へ
を
問
ふ
、
先
生
歎
じ
て
、
冊
に
は
あ
ざ
ま
し
き
こ
と
も
あ
る
も
の
也
と
て
、
タ

べ
の
始
末
を
か
た
ら
る
、
門
生
あ
れ
は
い
や
し
き
も
の
に
て
、

し
と
也
、

か
や
う
の
先
生
な
る
に
、

生
も
召
出
ざ
る
に
、
出
入
帳
一
冊
を
持
出
る
、
役
人
こ
れ
を
み
る
に
、
半
紙
四
ッ
折
の
小
冊
に
し
て
、

り
闊
房
の
こ
と
ま
で
壽
の
せ
り
、
妥
に
於
て
役
人
大
に
戚
じ
ら
れ
、

五
井
氏
は
學
者
也
、
相
手
取
て
公
事
す
べ
き
も
の
一

に
非
ず
、
内
清
に
せ
よ
と
て
演
し
と
也
、
次
男
は
叉
學
問
嫌
ひ
て
砲
術
を
よ
ぐ
し
、
江
戸
へ
召
出
ざ
れ
、
今
に
五
井
櫂

次
郎
と
て
家
残
れ
り
、
末
子
は
蘭
洲
先
生
と
て
、
大
に
學
風
を
起
し
、
浪
華
の
學
問
此
先
生
よ
り
ひ
ら
け
し
と
也
、
持

軒
先
生
は
貝
原
先
生
と
入
魂
に
て
、
贈
答
の
出
翰
な
ど
あ
ま
た
あ
り
と
な
り
。

御
雑
話
の
み
。

床
に
朱
喜
~
の
石
摺
の
詩
大
掛
物
か
＼
る

C

二
―
八
）
行
幸

に
象
を
用
ふ

く
こ
と
た
し
、
又
仰
に
、
象
は
よ
く
舞
を
舞
ふ
も
の
也
と
。

先
生
仰
に
、
今
の
涸
朝
天
子
行
幸
の
と
き
は
、
大
象
左
右
に
列
を
立
、
牙
と
牙
と
を
合
す
、

霜
月
七
日

懐

左
博

小
學

徳

よ
か
ら
ざ
る
も
の
ヽ
よ
し
を
告
、
早
々
辻
君
を
蹄
ら
せ

惣
領
は
放
蕩
也
、
別
に
居
を
な
し
、
内
惜
多
く
な
り
、
公
裁
に
及
ぶ
に
、
持
軒
先

小
遣
は
も
と
よ

い
か
な
る
者
も
よ
り
付

四



（
―
-
九
）
朝
鮮

人
は
臆
病

天
保
十
年
己
亥“
 

御
難
話
の
み
也
。

小
學

十
二
日

小
學

九

日

左
博

御
維
話
の
み
た
り
。

先
生
仰
に
、
朝
鮮
は
至
て
臆
病
也
、
罪
人
の
首
を
き
る
に
、
血
を
み
て
恐
る
ヽ
ゅ
へ
、

一
寸
き
り
て
は
叉
砂
を
ふ
り
か
け
て
切
こ
と
也
と
。

因
に
云
、

正
月
廿
―

-
H

小
竹
先
生
の
話
に
、
本
邦
の
子
、
柱
に
て
天
石
を
打
て
ば
、
外
人
そ
の
は
し
を
た
ヽ
け
ば
泣
や
む
、

の
勇
氣
を
甚
恐
る
＼
と
也
。

御
雑
話
の
み
也
。

懐

徳

堂

夜

話

か
け
、 先

生
御
不
快
に
て
御
講
秤
弁
5

し
、
玄
関
に
て
書
生
と
雑
話
し
蹄
る
。

極
月
二
日

小
學

廿
九
日

廿
七

H

左
博

小
學

閥
＝
1

一
寸
と
き
り
て
は
砂
を
ふ
りそ



(
―
二

0
)
稲
荷

と
蔵
の
森

十
二
日

御
雑
話
の
み
。

御
雑
話
の
み
。

二
月
―

-
H

伏
見
の
栢
荷
は
、
も
と
藤
の
森
の
末
社
な
り
、
ゆ
へ
に
毎
年
初
午
の
日
、
藤
の
森
よ
り
地
を
か
へ
ぜ

l
＼
と
云
て
く

る
と
、
栢
前
の
紳
主
の
芳
よ
り
る
ず
／
＼
と
い
ふ
が
定
り
也
と
。

(
―
ニ
―
)
子
路

の
像
と
萬
王

の
像

又
仰
に
、
京
都
の
上
邊
に
あ
る
閻
魔
王
の
像
は
、
子
路
の
像
也
、
今
に
肩
に
子
路
と
背
付
あ
る
、
又
建
仁
寺
町
に
あ

る
地
蔵
は
、
萬
王
の
像
也
、
昔
鴨
河
出
水
の
と
き
、

二
月
七

H

御
雑
話
の
み
也
。

石
川
五
右
衛
門
の
常
々
云
し
に
、

叉
仰
に
、

（

一

1

I
 
I
 

1)
石
川

五
右
衛
門
の

話
(―ニ――-）
H
本

左
衛
門
の
話

此
出
家
夜
中
ふ
と

H
を
開
き
し
に
、
大
の
男
戸
を
あ
け
て
外
へ
出
る
、

三
條

て
刃
を
合
す
、
而
し
て
又
内
に
入
る
、
僧
は
麻
た
ふ
り
し
て
射
す
、

廿
九
日 懐

日
本
左
衛
門
は
盗
賊
な
れ
ど
も
、
格
別
の
も
の
也
、
或
所
に
泊
り
し
に
、
相
宿
の
中
に
出
家
あ
り
し
が
、

徳

小
學

小
學

小
學

左
博

此
像
を
以
て
水
を
を
ざ
め
し
と
の
こ
と
也
。

と
か
く
四
方
を
藪
に
て
取
巻
た
る
家
は
這
入
り
が
た
し
、
方
角
を
失
ふ
も
の
也
。

か
の
僧
こ
は
人
＼
見
る
に
刀
を
ぬ
き
て
砥
石
に

か
の
士
か
の
僧
を
ゆ
り
起
し
、
早
く
立
の
け
と
云
、

四
四



（
―
二
四
）
大
輿

の
僕
仇
を
討

損
ふ

廿
七

H

小
學

こ
れ
日
本
左
衛
門
た
り
と
也
。

僧
そ
の
ゆ
へ
は
し
ら
ね
ど
も
、

か
の
侍
に
伴
れ
出
る
、

四
五

か
の
侍
僧
の
あ
し
遅
き
ゅ
へ
、
脊
に
負
走
る
こ
と
飛
が
ご
と
く

し
て
、
や
う
や
く
山
中
に
て
そ
の
僧
を
を
ろ
し
、
我
こ
そ
盗
賊
の

H
木
左
衛
門
な
り
、

あ
れ
み
た
ま
へ
と
て
、
逝
の
方

へ
指
ざ
し
教
る
に
、
炎
天
を
燒
、
僧
そ
の
ゆ
へ
を
と
へ
ば
、
我
か
の
慮
へ
火
を
か
け
お
ぎ
た
れ
ば
、

か
の
慮
の
人
ほ
慶

也
、
凡
か
の
慮
よ
り
こ
の
慮
ま
で
里
敷
い
か
ほ
ど
あ
る
や
知
り
た
ま
ふ
か
と
い
ふ
に
、
僧
の
答
へ
に
、
三
四
里
餘
り
も

あ
ら
ん
と
云
ふ
、

H
本
左
衛
門
笑
つ
て
、
十
四
五
里
也
と
い
ひ
し
、
す
べ
て
こ
の
物
語
の
こ
と
は
、
か
の
併
後
に
大
阪

の
か
し
く
寺
へ
移
住
し
て
、
人
に
も
語
り
、
又
か
の
盗
賊
の
こ
と
を
委
し
く
か
き
た
る
も
の
も
あ
り
と
也
。

日
本
左
衛
門
あ
る
時
天
神
橋
の
上
で
役
人
に
見
付
ら
れ
、
既
に
捕
へ
ら
れ
ん
と
せ
し
に
、
橋
上
よ
り
水
中
へ
飛
び
人
、

三
H
が
間
水
中
に
居
し
と
仰
ら
る
。

8
本
左
衛
門
は
、

凡
そ
百
年
あ
ま
り
に
も
た
ら
ん
、
我
訓
父
梵
庵
の
頃
、
向
い
の
鴻
重
ヘ
一
人
の
浪
人
来
り
、
金
を

か
ら
ん
と
乞
、
手
代
そ
の
士
の
威
風
に
恐
れ
返
答
な
ざ
ず
、
我
肌
父
を
呼
に
来
り
し
ゅ
へ
、
梵
庵
鴻
重
へ
参
ら
れ
、

の
侍
に
逢
は
れ
て
い
は
る
ヽ
は
、
浪
人
は
天
下
の
御
法
度
也
、
ゆ
へ
に
ど
う
も
な
ら
ぬ
と
こ
と
は
ら
れ
し
に
、

そ
の
ま
ヽ
か
へ
り
し
と
也
、

か

か
の
十
―

先
生
の
御
話
に
、
頃

8
の
事
と
か
や
、
戎
橋
生
洲
大
典
の
僕
、
も
と
は
蓼
応
勾
ッ
侍
な
り
し
が
、
放
瘍
に
し
て
國
許
を

駈
落
し
、
大
典
の
僕
と
た
る
、
あ
る

8
國
許
の
毎
よ
り
手
紙
来
り
し
を
み
る
に
、

懐

徳

堂

夜

話

何
某
と

9
ふ
侍
に
父
の
討
れ
た
る
ゆ



（
ご
一
五
）
丑
の

時
参
の
話

左
博

ひ
ま
を
考
へ
て
そ
の
ま
＼
門
を
出
、
蔵
屋
敷
へ
頼
て
其
身

ら
ず
と
は
思
ひ
な
が
ら
諾
し
け
る
、
果
し
て
翌

8
か
の
侍
北
方
へ
行
し
を
、

る
に
ぞ
、

一
、
日
大
典
へ
鰻
を
喰
に
来
り
し
も
の
を
み
る
に
、

父
を
討
た
る
侍
な

こ
れ
は
と
驚
き
し
が
、
其
居
慮
を
跡
よ
り
附
添
行
し
に
、
阪
町
邊
也
、
ゆ
へ
に
翌

H
大
典
の
主
に
僕
の
い
ヘ

る
は
、
昨

H
國
元
の
近
付
参
り
候
間
訪
ひ
し
と
て
、
鰻
を
も
ち
右
の
侍
の
慮
へ
行
し
に
、

な
す
、
僕
は
ど
う
も
言
出
し
に
く
け
れ
ど
も
、
終
に
父
の
敵
た
る
こ
と
を
名
の
り
か
く
る
に
、
侍
曰
く
、
成
程
夫
は
尤

也
、
其
こ
と
に
付
我
も
國
元
に
て
御
疑
か
ヽ
り
、

僕
も
せ
ん
方
な
く
、

三
月
九

8

先
生
御
話
に
、

又
仰
に
、

し
ば
ら
く
牢
合
も
ぜ
し
程
の
こ
と
也
、

口
惜
き
あ
ま
り
天
瀾
の
典
力
に
近
付
の
あ
り
け
る
に
ぞ
、
夫
へ
参
り
右
の
分
を
述
ぺ
、

明

H
北
邊
へ
遊
行
仕
る
こ
と
に
候
間
、
御
乱
た
ま
わ
れ
と
頼
む
、
興
力
も
天
下
の
罪
人
に
て
は
な
し
、
我
か
A

り
に
あ

づ
ね
し
に
、
始
の
程
は
陳
せ
し
か
ど
、
終
に
白
状
せ
し
が
、

は
國
へ
蹄
り
し
と
也
、

つ
ま
ら
ぬ
は
か
の
僕
也
。

丑
の
時
参
り
の
頭
へ
火
を
い
た
ゞ
き
、
又
は
胸
に
錢
を
掛
る
、
す
べ
て
賊
を
お
ど
ず
盆
也
と
ぞ
。

丑
の
時
参
り
に
付
て
お
も
し
ろ
き
話
あ
り
、

覺
し
を
虚
へ
、
釘
を
打
て
、
先
の
男
の
や
う
す
を
開
に
、

屋
に
て
あ
り
し
と
て
大
笑
な
ざ
る
。

へ
、
敵
を
う
て
と
の
事
也
、
僕
心
に
納
め
し
が
、

懐

徳

右
の
侍
出
て
藉
好
の
挨
拶
を

そ
れ
は
我
に
あ
ら
ず
と
云
に
、

ざ
て
侍
は

一
寸
と
招
き
て
我
宅
へ
呼
よ
せ
、
段
々
た

何
の
か
は
り
し
こ
と
も
た
し
、

あ
る
女
丑
の
時
参
り
し
て
、
毎
夜
々
々
男
の
胸
の
あ
た
り
と

そ
の
筈
也
、
男
の
商
賣
は
糠

四
六



（
ー
ニ
八
）
人
魚

の
話

(
―
二
七
）
鱗
の

蔚
(
―
二
六
）
秀
吉

の
曾
呂
利
斎

賛

太
閤
が
そ
ろ
り
／
＼
と
害
た
そ
ろ
り

｛
先
生
仰
に
、

床
に
朱
子
の
御
作
の
石
摺
か
＼
る

大
阪
の
僧
堕
印
知
兵
庫
の
沖
に
舟
か
ヽ
り
せ
し
に
、
或
夜
僕
頻
に
叫
ぶ
、
夜
明
に
及
ん
で
僕
僧
に
云
ら

く
、
夜
前
船
の
紬
へ
ふ
か
の
か
ヽ
り
て
睡
り
居
た
る
、
其
臀
雷
の
如
し
、

し
か
と
驚
き
し
が
、
其
後
大
阪
に
て
ふ
か
を
見
せ
も
の
に
ぜ
し
は
こ
の
ふ
か
也
と
ぞ
、
大
ざ
三
間
あ
ま
り
也
と
。

叉
仰
に
、
人
魚
と
い
ふ
は
師
也
、
木
の
空
へ
の
ぼ
り
て
泣
臀
人
の
ご
と
し
、
ゆ
へ
に
人
魚
と
云
、

む
か
し
有
て
今
た
へ
て
な
き
は
龍
な
り
、

馬
盟
に
入
れ
て
養
し
が
、
三
年
た
ち
し
か
ど
水
に
ご
ら
ず
、
奇
な
こ
と
也
。

（
ー
ニ
九
）
龍
と

傘

御
雑
話
の
み
也
。

懐

徳

堂

夜

話

五
月
九

8

左
博

り
編
ず
く
な
し
、
子
ど
も
珍
ら
し
く
翫
ぶ
。

む
か
し
す
く
な
く
て
今
多
く
あ
る
は
編
也
、
す
で
に
京
都
に
て
は
常
地
よ

左
博

い
と
面
白
き
も
の
た
り
と
ぞ
。

四
月
廿
九

B

兵
庫
の
北
風
は
、
紳
功
皇
后
の
時
よ
り
の
名
家
な
り
、

廿
九
H

左
博

四
士

ゆ
へ
に
叫
び
し
と
、
僧
こ
れ
を
開
い
て
左
也

こ
の
家
に
太
閤
の
曾
呂
利
の
霊
賛
あ
り
。

こ
の
蹄
を
或
慮
に



(-＝
lO)lllljfj
の

話

死
す
、 御

雑
話
の
み
也
。

八
月
廿
―

-
8

小
學

小
學

終

墓
は
物
を
す
う
こ
と
は
妙
な
も
の
也
、
或
慮
に
て
盆
中
の
干
菓
子
自
然
に
お
ど
る
、
ふ
し
ぎ
に
お
も
ひ
し
に
、
庭
に

墓
の
ゐ
た
り
し
が
、
皆
其
口
へ
吸
し
也
、
叉
或
慮
へ
去
人
行
し
に
、
壁
の
際
に
て
馴
の
踊
る
を
み
て
主
人
に
告
た
れ
ば
、

そ
れ
は
壁
越
に
墓
が
鴎
を
引
し
も
の
也
と
云
て
、
顧
を
追
つ
て
や
ら
れ
し
、
す
べ
て
墓
は
壁
越
に
訓
を
十
分
ひ
く
と
馳

そ
う
す
る
と
壁
の
下
の
際
よ
り
の
ざ
／
＼
と
墓
の
き
て
土
を
ほ
り
、

謹
、
そ
の
慮
へ
小
便
を
な
し
去
、

ふ
、
う
ゑ
ん
な
や
つ
也
と
仰
ら
る
。

九
月
―

-
H

御
維
話
の
み
也
。

十
月
廿
―

-
8

御
雑
話
の
み
也
。

懐

徳

堂

夜

話

廿
四

H 懐

徳

小
學

左
博

四
五

8
過
ぎ
て
叉
来
る
と
、

か
の
馴
を
埋
め
、

小
便
に
て
顧
悉
く
く
ざ
り
て
錨
と
な
る
、

四
八

少
し
穴
に
口
を
あ
け

そ
の
贔
を
く


